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アレクサンドリアのクレメンス
『パイダゴーゴス』（『訓導者』）
第１巻
― 全訳 ―
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序
ギリシア教父アレクサンドリアのクレメンス（150 － 215）の全著作に関し
て，筆者が邦訳作業に取り掛かっていることは，拙稿「アレクサンドリアのク
レメンス『プロトレプティコス』（『ギリシア人への勧告』）─全訳─」（筑波
大学大学院人文社会科学研究科文芸・言語専攻紀要『文藝言語研究　文藝篇』
57, 1 － 82, 2010.3）の序部において明らかにした。本稿には，『プロトレプ
ティコス』に続く『パイダゴーゴス』第 1 巻を全て訳出する。テキストとし
ては，Clementis Alexandrini Paedagogus, ed. M. Marcovich, adiuvante J. C. 
M. van Vinden（Leiden/Boston 2002）を用い，ミーニュ版のラテン語訳，お
よび最新のイタリア語訳（Clemente Alessandrino: il pedagogo, Introduzione, 
traduzione e note a cura di Dag Tessore, Roma 2005）を適宜参照した。
Ⅰ．訓導者はいかなる福音を伝えるか。
1.1）子たちよ，真理の礎は既に，われわれ自身によって固められている。そ
れは，偉大なる神の聖なる神殿の基としての，砕かれることのない覚知の礎で
あり，麗しき訓戒，ロゴスに適う従順を通じての永遠の生命への欲求であって，
知の場に据えられている。
　さてロゴスは，次の三つの事柄をめぐって人間に関わる。それは倫理，行
為，情念である。まず勧告者として，ロゴスは人の倫理を司る。つまり敬神の
念の導き手として，さながら龍骨のごとく信仰の建設のために措定される。そ
の上に立ってわれわれは大いに喜び，救いを目に古の思いなしを破棄して若返
り，〈神はイスラエルに対し，心の直き人に対して何と善き方であることか〉（詩
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72.1）と唱う預言に声を合わせる。2）次にロゴスはあらゆる行為に対し，提
言者としてこれを監督する。さらに情念に対しては，慰め主としてこれを癒す。
これらすべてにおいて，そこに関わるのは一にして同じロゴスであり，このロ
ゴスが，生まれついた世の習性から人を引き離し，神への信仰の類まれなる救
いに向け，訓導者として関わるのである。
3）さて，天上的な導き手であるこのロゴスは，救いに向けて人を招く際，「勧
告的」である（部分から全体を名付けるなら「奨励的」ロゴスというのが本来
的である。なぜなら「勧告的」というのはあらゆる宗教〔敬神〕に共通で，現
在のまた来たるべき生命の衝動を，生まれを同じくする理性に植えつけるもの
であるから）。4）しかるにこの両者とも，治癒を果たすと同時に示唆を与え
るものであり，己がものに自ら随き従い，勧告を受けた者を励まし，主眼とし
ては，われわれの内なる情念の癒しを約束するものである。しかるにわれわれ
にあっては，この存在に対する適切な呼び名として，独自の名「訓導者」をもっ
て呼ぼう。この方は先立つ方であって，経過を吟味する方ではない。またその
目的は霊魂をより善なるものにすることであり，教義の賦与ではなく，思慮あ
る生へと導くことを務めとし，学識に富んだ生を歩ませることを目指すもので
はない。
2.1）とはいうものの，このロゴスは同時にまた教えの師たる存在でもあるが，
現段階ではそう受け取ることはしない。というのも「師」たる存在は教義に関
わる際，それを明らかにし不明を取り除くことを務めとするが，訓導者は実践
に携わる者であり，まず倫理観の確立を勧告し，必須な事どもの実現に向けて
招き，濁りのない助言を伝え，以前迷いの境地にあった者の像を後の者たちに
示すという役割を果たすからである。2）しかるにその際，以下の二点とも極
めて有益である。まず従順，すなわちこれは示唆に関わる。次に，像より受け
取られる事柄も，過去の範型に二様のあり方があって，まずはそのうちわれわ
れが善を選択して模倣すべきもの，もう一方は，それに反するものを遠ざけま
た避けるようにさせるものである。
3.1）さて，情念の癒しはこれに続く。訓導者は，像による勧告を用いなが
ら霊魂を強め，いわば緩和剤を用いるような仕方で，人間愛に満ちた助言で
もって，疲れた者を，真理を全的に把握する知識（gnósis）に向けて導く。し
かるに健康と知識は等しくはない。後者は学びの結果であり。前者は癒しの実
りである。2）つまり病める者は，完全に健康を回復しない限り，幾ばくかで
も教説を学ぶことはできない。というのも，学びつつある者と疲れた者とに対
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して，常に同じように各々の教えが語られるということはない。むしろ前者に
対しては知識に向け，後者に対しては癒しに向けて講ぜられるのである。すな
わち，肉体を病める者が医者を必要とするのと同じように，霊魂の弱い者は訓
導者を要するのである。つまり，われわれの情念が癒されたのち，指導者の許
に導かれ，知識を得るための適性陶冶に向けて，霊魂を浄らかなものに整える
のである。それはロゴスの啓示を受容する能力を備えるためである。かくして，
すべてにおいて人間愛に満ちたロゴスは，われわれに対し，救いの梯子，力あ
る教えにふさわしい階段を究めさせようと刻苦し，麗しき経綸を用いて，まず
勧告し（protrepón），しかるのち訓導し（paidagógón），最後に教えを授ける
（ekdidaskón）のである。
Ⅱ．訓導者はわれわれの過ちを通して導くこと。
4.1）さて，あなた方子供たちよ，われらが訓導者はその父である神に似て
いる。 訓導者はまたその方の子でもあり，罪なく非難される点もなく，霊魂
においては不受動で，人間の姿を取った汚れなき神であり，父の意向の僕，神
なるロゴス，父のうちにあり，父の右の座にある方，その姿の上でも神なる方
である。2）この方はわれわれにとって染みなき像であり，全力を挙げてこの
方に霊魂を似せるべく努めねばならない。ただこの方は人間的な情動からは
まったく解放されているのに対して，われわれは力の限り，できるだけ罪を犯
すことのないように試みよう。というのも，まずもって情動と疾病からの解放
ほど急を要するものはなく，次に勧められるのは罪の習慣への陥りやすさを阻
止することである。
実に，もっとも優れているのはいかなるあり方においてもまったく罪を犯さ
ないことであるが，これは言わば神の業である。3）思念の上でいかなる不正
にも接しないのが次善のあり方であるが，これは知者に相応しき業である。第
三は望まぬ不正の多くに陥らないことであり，これこそまさしく訓導を受けた
者に適った固有の業である。だが罪に長々と関わることはせず，これは最後に
取って置くとしよう。むしろ回心に招かれている者たちには，闘うことも救い
の業である。
5.1）実に，モーセを通して，かの訓導者が実に美しく語っているようにわ
たしには思われる。「もし彼のそばで突然誰かが死に，祈りに献げられている
彼の頭が汚されることがあれば，頭を剃るように」（民数 6.9）。ここでは「望
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まぬ罪」を「突然の死」と表現しているのである。また，霊魂においてけがれ
た者を〈汚れた〉と表現しているのである。そこで迅速さが要求される措置と
して，直ちに頭を剃るように忠告し，無知なる理性に影を投げかける毛髪を刈っ
て，生い茂った（悪の）質料を置き去りにし，理性（これは脳の中で王座を占
めるものであるから）が身も軽やかに回心へと駆け参じるように勧告している
のである。2）しかる後少しばかり付け加えてこう述べている。〈かつての日々
は非理性的であった〉（民数 6,12）。この表現により，罪というものは，ロゴ
スに基づいていれば起こりえなかったものであるということが明らかにされて
いるのである。そして「心にもない」ということを「突然の」という表現で表
し，「罪を犯す」ということを「非理性的な」と述べているわけである。その
ためにロゴスたる訓導者は，非理性的な罪の防止のために権威を得たのである。
3）ここから，聖書に〈それゆえ主は次のように述べる〉（ｴｾﾞｷｴﾙ 13,13；20）
と記されているのに注目するがよい。以前にあった過ちは次に続く表現で批判
的に明らかにされており，正しき裁きが後に続くように，預言者たちによって
それが明白に示され，こう言われる。〈もしお前が過ちを犯していなかったなら，
これらの威嚇はありえなかったであろう〉，〈それゆえに，主はこう言われる〉，
そして〈あなたがたが聞き入れなかったこれらの言葉に代えて，それゆえに主
はこう言われる〉，また〈それを通じて，見よ，主はこう言われる〉のである。〈そ
れ〉とは，預言が従順と反抗を通じ，われわれが片や救われるため，片や教育
されるために語られるものだからである。
6.1）さて，われわれの訓導者たるロゴスは，霊魂の本性に反する情念を勧
告によって癒す方である。肉体の病に対する助けは，主に医術と呼ばれ，人間
の知恵によって教授されうる技術である。しかるに人間的な病に対する，唯一
父祖伝来の癒し手とはロゴスであり，これは病める霊魂に対する聖なる医師に
して魔術師である。ロゴスはこう語る。〈わが神よ，あなたの僕を救いたまえ。
あなたに希望を置く者を。主よ，わたしを憐れみたまえ。わたしはあなたに向
かって一日中叫んでいます〉（詩篇 85,2 － 3）。2）というのもデモクリトスに
よれば「医術は肉体の病を癒すが，知恵は霊魂を情念から解放する」からであ
る（ﾃﾞﾓｸﾘﾄｽ 68B31 DK）。しかるに善き訓導者，知恵，父の御言葉，人間を創
造した方，被造物全体を気遣う主は，人間性の完全なる医師として，人の肉体
をも霊魂をも癒しつくす。3）主は手足の萎えた者に〈立ち上がれ〉と命じ，〈彼
がその上に横たわっていた床を取り家に帰るよう〉言った（ﾏﾀｲ 9,6 － 7）。力
なき者が瞬時に力づけられたのである。また主は，死者に向かって〈ラザロよ，
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出てきなさい〉（ﾖﾊﾈ 11,43 － 44）と命ずる。ラザロは死者であったのに，大
地から出で，受難を体験する前に，復活を実践する。4）実に，主は霊魂に関
して掟と恵みで癒すばかりでなく，おそらくその教えによっても気遣ったので
ある。彼は恵みに満ちた方として〈あなたの罪は赦された〉（ﾙｶ 5,20；23）と，
罪びとであるわれわれに向かって語る。5）しかるにわれわれは，思いととも
に子供となり，彼の善き規律から，確固たる最良の規範を受け取る。その規範
とは，まず彼が人間のために，宇宙と天空をめぐり，太陽の回転運動とそれ以
外の星辰の軌道を設定し，しかる後，人間自身のために取り計らったものであ
り，その人間こそ彼の全努力が注がれたものなのである。6）彼はこの業をこ
そ最大のものと考え，人の霊魂を思慮と節度で導き，肉体には美と調和を織り
交ぜ，人間性の実践に関しては，そのうちにあるものを正し，よき規律に導か
れるように吹き込んだのである。
Ⅲ．訓導者は人間愛に満ちていること。
7.1）主は人間としてまた神として，すべてにおいてわれわれを益し，すべて
においてわれわれを助ける。神として罪を赦し，人間として，二度と罪を犯さ
ないように鍛練する（parapaidagógón）。実に相応しくも，人間は神の友である。
なぜなら人間は神の被造物であるから。他の被造物は，単に神が命じて創造し
ただけであったが，人間に関しては，神自身が手づから創造に携わり，自らに
固有のものをそのうちに吹き込んだ（創 2.7;1.26）。2）したがってこの被造物
は，それ自体，神に選ばれたものとして創造されたにせよ，あるいは他のもの
のために選ばれて形作られたにせよ，神により神に向けて創られたものなので
ある。3）もし人間がそれ自体選ばれたものであれば，善きものであり，善で
ある神を愛するはずである。人間のうちには愛情（philtron）が内在し，これ
は神の息吹（emphyséma）と呼ばれているものである。だが人間が他のもの
のために選ばれて創られたとすれば，神が人を創ったことには，次のこと以外
の理由はない。それはすなわち，人間がいなければ神は善き創造者となること
ができない一方，神をめぐる知にも至りえないということである。というのも
人間が創られた目的は，もし人間が創られていなかったならば，神は他の方法
でなし遂げることはできなかったはずだからである。そして，意志という隠さ
れた形で有していた力を，神は創造という外的な能力をもって実現させた。そ
の際，神は人間から，人間を創造する際に用いた像を受け取り，有していたも
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のを目にし，望んでいたことを為し遂げた。というのも，神にとって不可能な
ことは存在しないからである。
8.1）人間とは，神が創造したものであり，まさにこのことの故に選び取ら
れるべきものである。そしてそれ自体が選び取られるべきものであるというそ
のことの故に，それ自体が選び取られるべき器であり，それゆえに歓迎される
べき，愛されるべきものである。だがそればかりでなく，もしあるものがある
人にとって愛されるべきであるならば，彼によって愛されるはしないだろうか。
人間が愛されるべきものだということが示されたので，神からも【人間は】（ﾏ
ﾙｺｳﾞｨｯﾁに従い削除）愛される存在なのである。2）というのも彼のために，父
の懐から独り子なるロゴスが信のため遣わされたその人間がどうして愛されな
いことがあろうか。信仰とは溢れの産物であるということは，主自らが明らか
に同意しており，こう述べている。〈父自らがあなた方を愛するのは，あなた
方がわたしを愛したからだ〉（ﾖﾊﾈ 16,27）。さらに主自らがこう述べている。〈あ
なたがわたしを愛したように，あなたは彼らをも愛した〉（ﾖﾊﾈ 17,23）。3）いっ
たい訓導者は何を望み，何を告げているのだろうか。業と言葉において，為す
べきことは勧告により，その逆は禁止によっているということはすでに明らか
である。また，ロゴスのもう一つの種類，教育的なものはいとも明らかに，簡
潔にして霊的であり，正確さを旨とする部類に属し，観照的であるが，これに
ついては今は述べないことにしよう。
9.1）かくしてわれわれとしては，この最善なる生の導き手なる方に愛をもっ
て返礼すること，この方の選択（proairesis）による掟に従って生きることが
ふさわしい。すなわち勧められたことを全うしたり禁じられたことを避けたり
するだけでなく，種々の範型のうちあるものは退け，あるものについては力の
限り模倣しつつ，訓導者の業に倣ってこれを全うするのである。それはまさし
く「（神の）像としてまた似姿として（創造されたこと）」（創世 1.26）を成就
するためである。2）というのも，生の深い闇に捕らわれたわれわれは，躓く
ことなく過たぬ導き手を必要とする。しかるに最良の導き手とは，聖書に言う
とおり，決して盲目ではなく，盲目の者どもを波止場へと手引きするものであ
り，鋭く見抜き心のうちまで見通すロゴスである。3）しかして輝きを放たず，
動かぬ者を動かさず，愛さない者を愛することのない光が存在しないのと同様，
益することなく，救いに向けて導くことのない善というものは存在しない。4）
だから，われわれは主の業を通じて掟を愛そうではないか。ロゴスとは，まさ
しく自ら明確に肉となり，実質的にして同時に観想的な徳を指し示す方なのだ
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻
― 全訳 ― 
から。そしてこのロゴスを法として抱き，彼の掟と勧告を，最短距離にして，
永遠へと確かに刻まれた道として認識しようではないか。というのも彼の命ず
ることは，恐れではなく説得に満ちているのだから。
Ⅳ . ロゴスは男女に等しく訓導者であること。
10.1）ではこのような聴従を一層育みながら，われわれは自らを主ご自身に献
げ，主への信仰という最も確かな綱を摑んで，この徳が男性にも女性にも同一
であると考える。2）というのももし両者にとって神が一者であるのなら，両
者にとって訓導者も一人である。教会は一つ，賢慮は一つ，羞恥も一つ，糧も
共通，婚姻も共なる絆，息吹，視覚，聴覚，覚知，希望，従順，愛，すべては
同様である。両者にとって人生は共通，恩寵も共通，救いも共通である。かく
して両者にとって徳とその導きも共通である。3）というのも主はこう語る。
〈この世にあっては，娶ったり嫁いだりする〉。すなわち，この世でのみ女性
と男性とが分かたれている。〈だが天国ではもはや，そういうことはない〉（ﾙｶ
20,34 － 35）。すなわち天国では，生は共なる協働により，聖なるものであって，
その報いは「男性に」「女性に」と分かたれるものではなく，人類を分断する
欲情から人間は離存しているのである。11.1）かくして「人間」という名前も
男性と女性に共通なのである。わたくしには，おそらくこの故に，アッティカ
人たちは男性のみならず女性に対しても同じように「子」と呼んだのであろう
と思われる。もし，ラピゾメナイの喜劇作家メナンドロスが信頼に足るもので
あるとすればの話であるが。彼は次のように語っている。
　　「これがわたしの小娘だ。この子は性格的に
　　　とても博愛的な子なのだ」（ﾒﾅﾝﾄﾞﾛｽ，断片 361 ｹﾙﾃ）。
2）「小羊」とは，単純に，オスとメスの生物に共通の名である。この小羊が，
われわれを永遠に主として牧すのである（詩篇 22,1）。アーメン。「牧者なく
しては，羊も，それ以外の何ものも生きることはできない。子供たちも，訓導
者なくしては生きられないし，召使も，主人なくしてはありえない」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『法
律』7,808d2）。
Ⅴ．真理に与かるものはすべて神における子供であること。
12.1）さて「訓導」（paidagógia）とは子供たちを導くこと（agógé）であり，
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これはその名前からして明らかである。残っているのは，聖書が比喩的に語っ
ている「子供たち」について考察すること，しかる後この子供たちのために，
訓導者を立てるという課題である。「子供たち」とはわれわれのことである。
聖書は，多くの箇所でわれわれを祝福し，様々な方法と多彩な名を用いなが
ら，信仰の純正さについて言葉を換えつつ比喩的に述べている。2）実に，福
音ではこのように記されている。〈主は岸辺に立って，弟子たちに向かって─
彼らは漁をしているところだった─，こう声をかけた。「子たちよ，何か食べ
物はないか」〉（ﾖﾊﾈ 21.4 － 5）。つまり既に弟子たちの身分にある者たちに向
かって〈子たちよ〉と呼びかけているのである。3）またやはり聖書にこう記
されている。〈人々がイエスの許に，子供たちを連れてきた〉。それは祝福のた
めに按手してもらうためであった。しかし弟子たちがそれを阻んだので，イエ
スはこう言った。〈子供たちを来させなさい。彼らがわたしの許に来るのを阻
んではならない。天の国はこのような人々のものだからである〉（ﾏﾀｲ 19.13 －
14）。4）また主自身が，この言葉の意味を明らかにすべくこう語っている。〈あ
なた方が回心し，この子供たちのようにならないかぎり，天の国に入ることは
決してできないであろう〉（ﾏﾀｲ 18.3）。ここでイエスが比喩的に語っているの
は，再生（anagennésis） ということよりもむしろ，子供たちに備わっている
純正さを提示して，われわれもそれに倣うようにという指針である。5）預言
者の霊も，われわれを子供たちとして受け入れる。こう述べられる。〈子供た
ちはオリーヴや棕櫚の枝を手に取り，主に挨拶するために出て来た。そしてこ
う叫んで言った。ダビデの子にホサンナ。主の名において来たる者に祝福あれ〉
（ﾏﾀｲ 21,8 － 9）。これはすなわち，主に光と栄誉と讃美があるように，との意
を嘆願の枝をもって表現したものである。というのもこれは「ホサンナ」とい
う語をギリシア語で解釈して表現したものであるから。13.1）またわたくしに
は，聖書は，前もって語られた預言を暗示し，叱責の箇所で，安逸な者どもに
対してこう責めているからである。〈「わたしは子供や乳飲み子の口にも讃美を
置いた」（詩篇 8,3）と記されているのを，あなた方は読んだことがないのか〉（ﾏ
ﾀｲ 21,16）。
2）主もこのような仕方で，福音の中で弟子たちを鼓舞し，自分自身を注視
するよう勧告している。こうして主はすでに父へと心を向けつつ，聴衆たちを
より真剣な態度へと備え，まもなく自らがこの世を去ることを告げている。そ
れは，彼らにとって真理をより貪欲に享受することが不可欠だからであり，い
まだロゴスが地上から去らぬうちにできる限りのことを明らかにしようとした
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ためである。3）かくして主は，彼らを再び「子供たち」と呼び，こう述べる。
〈子供たちよ，わたしはもう少しの間，あなた方とともにいる〉（ﾖﾊﾈ 13,33）。
また天の王国を子供たちになぞらえ，〈広場に座っている者たちにも彼らはこ
う言った。《われわれはあなた方に笛を吹いたが，あなた方は踊らなかった。
われわれは哀悼の歌を歌ったが，あなた方は悔悟しなかった》〉（ﾏﾀｲ 11,16 －
17）とされる。その他，これに類する限りのことを，主は固有の仕方で付け
加えている。4）そして，福音がこの点に心を配っているのみならず，預言も
福音に同意している。預言はダビデを通じてこう語っている。〈子供たちよ，
主を誉め讃えよ。主の名を誉め讃えよ〉（詩篇 112,1）。さらに，イザヤを通じ
てこうも述べている。〈見よ，わたしと子供たちとを。この子供たちは神がわ
たしに与えてくださったものだ〉（ｲｻﾞﾔ 8,18；ﾍﾌﾞﾗｲ 2,13）。
14.1）異邦の人々が，主の許では子供たちであるということを聞けば，あな
た方は驚くだろうか。わたくしは，アッティカの言葉に耳傾けることが適当だ
とは思わない。アッティカ方言からは，美しく適齢の女性たちばかりでなく，
自由身分の娘たちまでも「パイディスケ」と呼ばれており，奴隷女は「パイ
ディスカリア」と呼ばれるが，彼女たちも若い女性であり，その妙齢の華にか
んがみて，戯れにそう尊ばれているのである。2）主は〈わたしの小羊たちよ，
右側に立ちなさい〉（ﾏﾀｲ 25,33）と言うとき，子供たちを小羊とし，その無垢
さを暗示している。つまり成人は部類からして羊ではなく，小羊は特権に値す
ると考え，人間における柔軟さ・思考の単純さ，つまり罪のなさを尊重してい
る。さらにまた，主が〈若き小牛のよう〉（ｱﾓｽ 6,4）と述べるとき，再びわれ
われのことを仄めかし，〈罪なく悪意なき鳩のように〉（ﾏﾀｲ 10,16）と語ると
き，やはりわたしたちのことを暗示しているのである。3）さらに，幼い山鳩
二羽もしくは一つがいの雉鳩が，罪の浄めのために奉納されるよう，モーセに
よって命じられているが（ﾚビ 5,11），これは，無垢な山鳩たちの，過ちも罪も
なく罪を赦す姿勢が，神に嘉されるものであるということを述べて，似たもの
が似たものの浄めであることを説いたものである。だがそればかりでなく，雉
鳩の哀れさが罪に対するおそれをもかたどっている。4）さて主がわれわれを
「幼子」と呼んでいることに関しては，聖書が証人となる。〈鳥が雛を自らの翼
の下に集めるように〉（ﾏﾀｲ 23,37），かくしてわれわれは主の幼子なのであり，
御言葉はまったく驚くべき仕方で，また神秘的に霊魂の無垢さを子供の年齢へ
と帰している。5）つまり御言葉はある箇所ではわれわれを〈子供〉，またあ
る箇所では〈幼子〉と呼び，〈幼児〉と呼んでいる箇所もある。別の箇所では
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〈息子たち〉，あるいはしばしば〈子ら〉と呼び，〈若き民〉，〈新しき民〉と言
う箇所もある。聖書は語る。〈わが僕らは，新たな名で呼ばれるであろう〉（ｲｻ
ﾞﾔ 65,15 － 16）。ここで〈新たな〉とは，新しく永遠で，混じりけなく無垢で，
幼くかつ真実なという意味であり，〈その名は地の表で祝福される〉。
15.1）さて主は，われわれのことをアレゴリーによって〈子馬〉とも呼んで
いる。これは悪のくびきに従わず，邪悪に打ち負かされることもなく，純朴で
ただ父その方だけに向かって眼差しを注ぎ，〈隣人の妻を慕っていななく馬や，
女狂いのロバ〉（ｴﾚﾐﾔ 5,8）のようではなく，自由であり生まれたてのようであっ
て，信仰の故に喜び踊り，真理目掛けて俊敏であり，救いに速く，この地上の
ことを蔑みし，踏みつけるためである。2）〈シオンの娘たちよ，大いに喜べ。
エルサレムの娘たちよ，告げ知らせよ。見よ，あなたの王があなたの許にやっ
て来る。その方は正しく，救いをもたらす方。彼は柔和で，ロバそして若い子
馬に乗ってくる〉（ｻﾞｶﾘﾔ 9,9）。主は〈子馬〉と言っただけでは十分とせず，〈若
い〉とも付け加えて，キリストにおける人間性の若返り，無垢さを伴った老い
ることのない永遠性を強調している。3）そのようなわれわれ，言葉も知らぬ
若き子馬たちを，われらの調教者である神は育むのだ。だがもし聖書の中でラ
バに関しても若いとされていれば，そのラバもロバなのだ。〈彼はそのラバを，
ブドウの木に繋いだ〉（創世 49,11）。つまり言葉も知らぬ無垢なる民を，御言
葉に繋いだということであり，その御言葉を〈ブドウの木〉という表現でアレ
ゴリカルに表現しているのである。というのも，御言葉が血をもたらすのと同
様，ブドウの木はぶどう酒をもたらすからである。その双方とも人間にとって
救いにいたる飲み物である。すなわちぶどう酒は体にとっての，血は霊にとっ
ての飲み物である。5）また主が，われわれを〈小羊〉と呼ぶことに関しては，
霊がイザヤを通じて信頼できる証人となる。〈牧者が自分の群れを牧するよう
に，主は自らの腕で小羊を集めるだろう〉（ｲｻﾞﾔ 40,11）。羊に比べ，単純さの
点でより無垢である点に関して，われわれを小羊になぞらえているのである。
16.1）もちろんわれわれも，生涯における財産のうち最も美しく最も完全な
るものを，子供に帰結する呼び方でもって，「教養」とか「教育」とか呼び習
わしてきた。「教育」とは，子供から徳に向けての善き導きであるということ
に，われわれは同意している（cf.『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』6,1,3）。主は「子供」という呼
び方から意味される事柄を，より印象的なかたちでわれわれに明らかにしてい
る。〈弟子たちのあいだで，彼らの中で誰が最も偉いかという問題が起こった
とき，イエスは真ん中に子供を立たせて言った。《この子供のように，自らを
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へりくだらせる者は誰であれ，その人は天の王国においてより偉大である》〉（ﾏ
ﾀｲ 18,1 － 4）。2）ここで主が「子供」という呼び方を用いたのは，（ある人々
がそう考えているように）「理性の伴わない年齢」という意味でではまったく
ない。主が〈あなたがたは，これらの子供たちのようにならなければ，決して
神の国に入ることはできない〉と述べておられることも，無知な仕方で受け取
るべきではない。3）というのもわれわれ子供たちは，もはや地面を転げまわ
ることもなければ，かつて地の上を蛇がやっていたように，考えられもせぬ欲
情のために全身で這いつくばって這いまわることもしない。むしろ思惟でもっ
て上天を仰ぎ，地上のことや罪からは決別し，〈足でわずかに大地に触れ〉る
だけ，この世にあるように見えるのみであり，聖なる智慧を探求している。た
だしこれは，悪行に駆り立てられた者どもには愚かしさと見えるであろう。
17.1）かくして，ただ神だけを父として知った子供たちは，無垢にして幼く，
悪意なき者たちであり，野牛の角を追い求める者である。したがって主は，御
言葉においてすでに歩みを進めている者たちにはこのような声を掛ける一方，
この世の事柄には目もくれぬように命じ，嬰児たちを模してただ父にのみ心を
向けるように勧告する。3）それゆえ，次の箇所においても主はこう述べてい
る。〈明日のことを思い煩うな。その日の災いはその日だけで十分である〉（ﾏ
ﾀｲ 6,34）。このように主は，生活に関する思い煩いを打ち棄て，ただ父にのみ
依り頼むように告げている。3）さらにこの掟を満たす者は，真の意味で神に
対しても世に対しても嬰児であり子供である。後者に対しては身寄りのない者
として，また前者に対しては愛された者としてである。だがもし，聖書が述べ
るように〈天における師が唯一なる方であれば〉（ﾏﾀｲ 23,8 － 9），地上におい
ては万人が相応しくも一致して〈弟子たち〉と呼ばれて然るべきであろう。と
いうのも次のこと，すなわち「常に教えを授ける主にあっては完全であり，常
に学ぶわれわれの許にあっては子供であり嬰児である」ということには真理が
含まれているからである。
18.1）同様にして預言は，〈人〉という呼び名をもって「完全性」を讃えつ
つ，ダビデを通じて悪魔に対しては〈流血の「人」を主は厭われる〉（詩篇 5,7）
と述べ，悪における完全な者を〈人〉と呼んでいる。主もまた，義において完
全であることをもって〈人〉と呼ばれている。2）さらに使徒はコリントの人々
に宛ててこう述べている。〈わたしはあなたがたを，純潔な処女として一人の夫，
すなわちキリストにめあわせた〉（2 ｺﾘﾝﾄ 11,2），つまりこれは，ただ主にのみ，
聖なる嬰児として捧げた，の意味である。3）一方エフェソスの人々に宛てては，
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きわめて明確な形で書き表しつつ，求められていることを明らかにして，次の
ように述べている。〈われわれすべてが，信仰と神の子の認識とにおける一致，
完全なる人，キリストの充溢の年齢に達する。こうしてわれわれは，もはや未
熟な者ではなくなり，人々を誤りに導こうとする悪賢い人間の，風のように変
わりやすい教えに弄ばれたり引き回されたりすることなく，愛のうちに真理を
語り，すべてにおいてキリストに向けて成長する〉（ｴﾌｪｿ 4,13 － 15）。4）パ
ウロは，これが〈キリストの体を建てるため〉だと述べ，彼こそは〈頭〉であり，
彼だけが義における完全なる人だとする。われわれ嬰児たちは，異端の傾向に
向けて吹きすさぶ風を遮り，われわれに対して他の者どもを父と定める人々を
信じないことにより，教会として，頭であるキリストを受け入れるとき，完全
なものとされる。
19.1）ここで「嬰児」という名称について知っておくのが正当であろう。「嬰
児」という名は無思慮な者に対しては用いられない。「ガキ」とはそのような
無思慮なものであるが，「嬰児」とは幼児のことである。つまり純粋無垢で温
順な子を指すのであって，たった今温順となり，性格において穏やかとなった
子が嬰児なのである。2）かの幸いなるパウロが，まさにこのことを意味しつ
つこう述べている。〈われわれはキリストの使徒として，重きをなすことがで
きたのだが，あなた方の間では，ちょうど母親が自らの子供を慈しむように，
嬰児のようになった〉（1 ﾃｻﾛﾆｹ 2,7）。3）かくして嬰児とは幼子であり，それ
ゆえに柔弱，純粋，単純で姦策に溺れず，偽りがなく，考えにおいて直截で真っ
直ぐである。かくしてこれらは単純さと真理との根拠である。主はこう述べる。
〈わたしは誰に目を注ごうか。柔和で静かな人以外の誰に〉（ｲｻﾞﾔ 66,2）。とい
うのもそのようなあり方こそ，処女的で柔和，自然なあり方だからである。そ
れゆえ，処女のことを「柔和な」乙女，子供のことを「優しい」子と呼ぶのが
習慣なのである（cf．『ｲﾘｱｽ』6,400）。4）しかるにわれわれは，説得に対して
温順，親切に対して好意的，悪辣さと姦策に対して悪意を持たず無縁であれば
柔和である。というのもいにしえの世代は悪辣かつ頑なであるが，子供たちの
群れであるわれわれは，子供のように優しい〈新しき民〉である（使徒行録
2,40）。5）一方，かの使徒（パウロ）は『ローマの教会への書簡』において，〈悪
意のない人々の心において〉喜ぶことに同意し，いわば赤子のようなあり方を
規定しつつこう述べている。〈わたしはあなた方に，善には聡く，悪には疎く
あることを望む〉（ﾛｰﾏ 16,18 － 19）。
20.1）というのも「nē という語基は欠如を表している」と文法の初心者た
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ちが定めているからといって「嬰児」（nēpion）という語彙がわれわれの至ら
なさを意味していると考えるべきではない。つまり，われわれを「無思慮な者
ども」と呼んでその嬰児性を非難する者どもは，神の許に逃れ場を求める者た
ちを「無思慮な者」と決め付けるのであれば，いかに主を誹謗していることに
なるか，よく考えるがよい。2）だが─これは一層受け入れられる事柄である
が─，彼らもまた，純粋な者たちを「嬰児」として受け入れるのであれば，わ
れわれはこの呼び名を喜ぶことにしよう。というのも若々しい考え方は「幼い」
からであり，最近智解した考え方は，古い無節度に比して幼く，新たな掟に照
らして興ったばかりのものだからである。だから，キリストの臨来に照らせば，
神はごく新たに知られるわけである。〈神を知る者は，子と，そのうちに子が
証しする者を除いては，一人もいない〉（ﾏﾀｲ 11,27）。3）さて，以前の民に対
して新しき民は「若い」。善きことを新しきこととして学ぶからである。また
われわれには，老いを知らぬこの若さという，この世代の乳房がある。その若
さのうちに，思惟に際してわれわれは常に盛んであり，常に若く，常に柔軟で
常に新しいのである。4）というのも，新しきロゴスに与かった者たちは，新
しくあるのが必定だからである。しかるに永遠性に与かったものは，不滅性に
なぞらえられることを好む。それは，われわれにとって「幼年期」という呼び
名が，生きるということすべての春であることによるが，これは，われわれの
内なる真理と，真理に向けて注ぎ出されたわれわれの生き方が，老いを知らぬ
ことによるためである。21.1）智慧は決して枯れることがなく，常に同質かつ
一定であり，決して変化することがない。
御言葉は語る。〈子供たちは肩に担がれ，ひざの上であやされる。もし母が
誰かを慰めるなら，わたしも同じようにあなた方を慰めよう〉（ｲｻﾞﾔ 66,12 －
13）。母は子供たちを導き，われわれは母すなわち教会を求める。2）したがっ
てすべてに関して脆弱かつ柔弱であり，その弱さゆえに助けを必要とするため，
可愛らしく優しく喜びに満ちており，神はそのような年齢の者には助けを惜し
まない。それはちょうど，父親や母親にしても，馬よりは子馬を可愛いと思い，
牛よりは小さい子牛を，獅子よりも子獅子を，鹿よりは小鹿を，そして大人よ
りも子供を愛らしいと感じるのと同様に，万物の父もまた，自分の許に逃れ来
る者たちを受け入れ，霊的に子として再生する者たちを温順と見なし，それら
の者たちだけを愛し，助け，ともに戦う。それゆえに彼らは「子供」と呼ばれ
るのである。
3）わたしはイサァクをも子供として引こう。イサァクは〈笑い〉と解され
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る。万般を計らう王は，このイサァクが，自分の妻であり助け手であるレベッ
カと戯れるのを見た（創世 26,8）。わたしには，この王は（彼の名はアビメレ
クであった），超世界的な智慧だと思われる。この智慧は，戯れの神秘を見抜く。
4）一方レベッカは〈堅忍〉と解される。おお，何と知慮に富んだ娯楽であろ
うか，笑いが堅忍に助けられ，王が守護者であるとは。キリストにおいて堅忍
のうちに生活する子供たちの霊は喜ぶ。これこそ神的娯楽である。22.1）ヘラ
クレイトスは，そのような娯楽を戯れることこそ，自らの神であると言ってい
る（B52DK）。というのも，知者にして完全なる者にとって，美しきものの堅
忍と，美しきものの管理を喜び，神と共なる集いに交わること以外に，何か相
応しき業があるだろうか。
2）だが，預言によって意味されている事柄を別の仕方で解することもでき
る。それは，われわれのことを，イサァクのように，救いに喜び笑う存在だと
取るあり方である。かのイサァクもまた，死から解き放たれ，われわれの救い
のための助け手である女性，教会とともに戯れ，喜ぶ存在である。彼女には
〈堅忍〉という堅固なる名が与えられている。これはつまり，あるいは教会だ
けが，永遠に絶えず喜びのうちに留まるためか，もしくは教会が，信ずる者た
ちの堅忍によって成り立つためであろう。その信ずる者たちとは，キリストの
四肢たるわれわれを意味する。また，教会とは最後まで耐え忍ぶ者たちの証し
であり，彼らに対する感謝であり，これこそ神秘的戯れであり，荘厳なる喜び
とともに助けを差し伸べる救いである。実に，王たるキリストは天上よりわれ
われの笑いを見そなわし，聖書が述べているように〈窓から外を見やって〉（創
世 26,8），感謝と賛辞，喜びと歓喜とを眺める。さらには協働する堅忍，それ
らの織り成しである教会に目を注ぐ。彼が見やるこの教会とは，彼自身のもの
であり，教会とは，王の頭によって完成される存在である。彼はただ，教会に
は欠けたる自らの顔を示すのである（ｴﾌｪｿ 1,22；5,23；ｺﾛｻｲ 1,18）。
23.1）では，そこを通して主が示されたという〈窓〉は，どこに存在するの
だろうか。─主がそれを通して明らかにされた〈肉〉である。すでにイサァク
自身が（先の解釈とは別様の理解も可能であるから）主の予型である。つまり，
彼は〈子〉であり（ちょうどキリストが神の子であると同様，イサァクはアブ
ラハムの子である），主と同様に神殿である。だが主と同じように刈り取られ
たわけではなく，イサァクは単に，主が十字架を担ったのと同様に，生贄の木
を背負ったのみであった（創世 22,6）。2）イサァクは神秘的な仕方で笑ったが，
これは主が，主の血によって腐敗から購われたわれわれを喜びで満たすという
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ことを預言したのであった。イサァクは苦難を被ることなしに，受難の第一位
を相応しくも御言葉に譲っただけでなく，屠られることなしに，主の神性を暗
示したのであった。というのも，イエスは葬りの後，あたかも受難を経なかっ
たかのように復活したが，それはちょうど，イサァクが生贄から解放されたの
と同様であった。
24.1）けれどもわたしは，弁護のために，前説に加えてさらに別の理解をも
提示しよう。聖霊は，主自らを〈子〉と呼んでおり，イザヤを通してこれを
預言している。〈見よ，一人の赤子がわれわれに生まれた。われわれに子が与
えられた。その肩には権威があり，その子の名は大いなる意向の使者と呼ばれ
る〉（ｲｻﾞﾔ 9,5）。2）ではではこの〈柔和なる子〉，われわれがその似像として
柔和なる者たちとされる子とは誰であろうか。同じ預言者を通じて，その偉大
さが明らかにされている。それは〈驚くべき助言者，力ある神，永遠の父，教
えを増すことにより平和の司となる者〉である。〈彼による平和には限りがな
い〉（ｲｻﾞﾔ 9,6）。3）おお偉大なる神よ，おお完全なる子よ。子は父のうちに
おり，父は子のうちにいる。どうしてこの子の教えが完全でないことがあろう
か，その教えは彼の子であるわれわれを教導し，われわれ子供たちすべてに及
ぶのだから。この方は，まったき信に適うその両手を，われわれの上に伸ばした。
4）この子に対しては，ヨハネ，〈婦人から生まれた者のうちで偉大なる預言者〉
（ﾙｶ 7,28）も証言を重ねてこう述べている。〈見よ，神の小羊だ〉（ﾖﾊﾈ 1,29；
36）、というのも聖書は，幼き子らを〈小羊〉と呼び，神である御言葉，われ
われのために人となった方，すべてに関してわれわれに似たものとなることを
望んだ方を〈神の小羊〉，神の子，父の幼子と呼んでいるからである。
Ⅵ． 「子供」や「幼児」という呼び名が，初等教育課程のあり方を
表していると考える人々を反駁する。
25.1）われわれは，論争好きな者どもに対し，果敢にそれを受けて立つ準備が
十分にできている。なぜなら，われわれが「子供」あるいは「嬰児」と呼ばれ
るにしても，覚知に到ったと尊大に誇示する者どもが侮蔑的に言っているよう
な意味で，われわれの学びが子どもじみて軽蔑に値するということは決してな
いからである。実にわれわれは，再生を遂げて直ちに，そのために尽力してき
た完全性を獲得したからである。われわれは照らしを受けたのである。これこ
そ「神を認識する」ということである。完全性を知悉した者が不完全であるわ
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けはない。もっともわたしが「神を知り抜いた」と認めているとは受け取らな
いで欲しい。御言葉に対しては，こう述べるのが相応しいと思われるからであ
る。しかもその方は「自由である」（ﾖﾊﾈ 8.35 － 6;17.3）。2）実に，主が洗礼
を受けられたとき，直ちに天から愛の神が証言する声が響きわたった。〈あな
たはわたしの愛する子，わたしは今日あなたを生んだ〉（ﾏﾀｲ 3.17）。知恵者を
自称する者たちに問いたい。「今日再生を遂げたキリストはすでに完全である
か，それとも─馬鹿げた話だが─，不完全であるか？」と。もし不完全であれば，
主はさらに何か学ばねばならないはずである。しかし主が，さらに何か一つで
も学ぶ必要があるはずはない。彼は神なのだから。御言葉よりも誰か偉大な者，
唯一の師にとっての師がありえようか。3）したがってたとえ反対論者であろ
うとも，完全なる父から完全なるあり方で生まれたロゴスが，経倫／救いの先
取りとして完全な形で再生を遂げたということを認めざるを得ないのではなか
ろうか。だがもし完全なのであれば，何ゆえに完全なる方が洗礼を受けたので
あろうか。聖書に曰く，人間にとっての約束を満たす必要があったからである
（cf. ﾏﾀｲ 3.15）。まったくその通りだと言いたい。ではイエスは , ヨハネから洗
礼を受けると同時に完全なる者となったのであろうか。それは明らかである。
ではイエスにとって，さらに学んだことはなかったのだろうか。なかったので
ある。ではただ浄めのみによって完全なものとされ，霊の降臨によって聖化さ
れたのであろうか。そのとおりである。
26.1）これと同一の事柄がわれわれにも生ずる。主はわれわれにとっての規
範となったのである。われわれは洗礼を受けることによって照らされ，照らさ
れることによって子とされ，子とされることによって完全なものとされ，完全
なものとされることによって不死なるものとされる。曰く〈わたしは言った。
「あなたがたは神々であり，すべて至高なる方の子らである」〉（詩 82.6）。2）
この業については様々な名で呼ばれている。すなわち「賜物」「照明」「完成」
そして「浄め」などである。「浄め」と言われるのは，それによってわれわれ
が罪を洗い浄めるからであり，「賜物」とされるのは，これによって罪に対す
る罰が取り除かれるからである。「照明」と言われるのは，これを通じてあの
聖なる救いの光が観照される，すなわち神的なものを直視することができるか
らである。そして「完成」とされるのは，これに欠けたるところがないからだ
と言える。3）というのも神を知った者にとって，さらに何が欠けていようか。
未だに満たされていない賜物を「神のもの」だとするのは，甚だ愚かなことで
ある。明らかに神は完全な方であるがゆえに，完全な形で賜物を下さる。神が
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命ずると同時に万物が成るのと同様，神が望んだだけで，賜物の賦与には恩寵
の充満が伴う。時間的に来たるべきものは，意向の力によって先取りされるか
らである。さらに，悪から解放されることは救いの始まりである。
27.1）かくして，まずもって生命の限界を克服した者のみが既に完全な者で
あるが，われわれは既に死から切り離されて生きている。そして救いとは，キ
リストの後に従うことである。〈キリストのうちに成ったもの，それが生命で
ある〉（ﾖﾊﾈ 1.3f）。そしてこう語られている。〈よくよくあなた方に言っておく。
わたしの言葉を聴き，私を遣わされた方を信じる者は，永遠の生命を持ち，裁
かれることはなく，死から生命へ移っている〉（ﾖﾊﾈ 5.24）。したがって，ただ
信じ，再生を遂げるということだけが，生命における完成なのである。神は力
を失うということがない。ちょうど神の意向が業であり，それが「世」と名付
けられているのと同じように，神の望みとは人間の救いであり，これが「招か
れた者たちの集い＝教会」と呼ばれているのである。従って神は自ら招いた人々
を知っており，神が招いた人々とは，神が救った人々である。神は招くと同時
に救ったのであるから。使徒はこう語っている。〈あなた方は，直接神から教
えを受けた人々なのだ〉（1 ﾃｻﾛﾆｹ 4.9）。3）したがってわれわれには，神によっ
て教えられた事柄を不完全だと考えることは許されない。逆にこの学びとは永
遠なる救い主の永遠なる救いである。この救い主に誉れが永遠にあるように。
アーメン。そしてただ再生を果たした者のみが，まさしくその名が示している
ように，照らしを受けるや直ちに闇から解き放たれ，その場で光を獲得したの
である。
28.1）ちょうど眠りを振り払った人々が，直ちに内面からの目覚めを果たす
のと同様，あるいは，ちょうど眼のそこひを取り払おうと試みる者が，自分の
有していない光を自らに対して外側からもたらすことはできず，むしろ視覚の
妨げとなっているものを取り除くとき，瞳を自由な状態にしておくことができ
るのと同じように，洗礼を受けたわれわれも，靄のごとくに影を投げ掛ける罪
を，神的な霊によって拭い去ることによって，自由にして妨げなく，輝ける霊
の眼を有することになる。実にわれわれはこの霊のみによって神的なものを観
照することができるのである。これは天からわれわれに聖霊が注がれることに
よる。2）これこそ永遠の輝きの注入であり，この輝きによって永遠の光を眼
にすることが可能となるのである。似たものは似たものにとって親しいがゆえ
に（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ｺﾞﾙｷﾞｱｽ 』510B），聖なるものは，そこから聖性のあふれ出るも
のにとって親しい。これこそまさしく「光」と呼ばれているものである。「あ
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なたがたはかつては闇であったが，今や主において光である」（ｴﾌｪｿ 5.8）。古
の人々によって，人が「光」と呼ばれたのはここに由来するものだと私は思う。
3）だが彼らが，完全な賜物を受け取ったのではない，とも言われている。
わたしもこれには賛同する。ただその人は光のうちにおり，闇が彼を虜にして
いるわけではない。光と闇との間には何も存在しないからである。完成は，信
じる者たちの復活の際になし遂げられる。もっとも，予め告げられている約束
を受ける以外には，与かりうるものは何もない。というのも，終結への到達と，
到達を予握することとが，両方同時には成立するとは考えられないからである。
永遠と時間は同一ではなく，発端と完成は同じものではない。しかし双方とも
一つのことに関わり，双方にとって一つのことが目されている。5）かくして
言わば，信仰とは時間のうちに生まれる発端であり，約束への参与が永遠に保
証されることこそ完成である。主自らが救いの等しさについて極めて明確にこ
う啓示している。〈子を見て，子を信じる者がすべて永遠の生命を受けること，
これこそわたしの父の意向であり，わたしはその人を終わりの日に復活させる〉
（ﾖﾊﾈ 6.40）。
29.1）したがってわれわれは，この世─それは「終わりの日」「終わりにな
る時まで取って置かれる」（II ﾍﾟﾄﾛ 3.7）という表現で暗示されている─で可
能なかぎりのことにおいて，われわれが完全なものとなると信じている。とい
うのも信仰とは学びの完全性だからである。それゆえ「子を信じる者は永遠の
生命を有する」（ﾖﾊﾈ 3.36）と語られる。2）もし信じたわれわれが生命を有し
ているのであれば，永遠の生命を獲得したということ以上に，更に何が残され
ているであろうか。それ自体が完全であって満たされた信仰にとって，足りな
いものは何一つない。もし信仰に何かが欠けているとすれば，それは完全では
なく，何らかの点で躓くものであれば信仰でさえなく，この世からの旅立ちの
後に，信じた者たちつまりこの世で等しく手付金を受けた者たちを待ち受け
ているものでもない。3）信じることによって，将来起こるであろうと既に予
期している事柄を，われわれは復活の後に実現することとして受け取ってい
る。それは〈あなたの信仰の通りになるように〉（ﾏﾀｲ 9.29）と語られたこと
が実現するためである。信仰のあるところ，そこに約束があり，約束の完成と
は休らいである。したがって覚知は照らしのうちにあるが，覚知の満限は休ら
いであり，それは終末的な望みとして抱かれる。4）つまりちょうど，無経験
は経験によって解消し，前人未到は歩みによって切り開かれるように，照らし
によって闇は滅却されるのが必然である。無知こそその闇であり，この無知に
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よってわれわれは過ちに陥り，真理に関して明確な視覚を持たずにいる。覚知
こそこの場合の照らしであり，これは無知を滅却し視力を内在させる。5）だ
がそれに留まらず，より悪しきものを切り捨てることは，より善きものを明る
みに出すことである。なぜなら無知がまずい仕方で呪縛している事柄は，認識
によって見事に解決されるからである。しかるにこの呪縛は，人間の側からは
信仰により，また神的なあり方としては恩寵によって，速やかに除去される。
その際，唯一なる癒しの妙薬，すなわちロゴスによる洗礼によって，過ちは拭
い去られるのである。
30.1）かくしてわれわれは，すべての過ちを洗い浄め，その直後から悪とは
無縁である。この照明の第一の賜物は，われわれがあり方の点で，浄めを受け
る以前と同じ存在ではない，ということである。覚知が照明とともに与えられ，
理性を照らすということは，弟子となるや直ちに，学びの足りぬ身ではあって
も耳にすることであり，学びが加わる以前の段階で起こる。それが何時なのか
について語ることはできまい。2）というのも教理教育は信仰へと巡り導くが，
信仰は洗礼とともに聖なる霊を通じて教え授けられるからである，ただ信仰だ
けが，人間性に対する唯一の普遍的救いであり，かつ義しく人間愛に満ちた神
の平等性と通交性は，万人に対して同一のものである。ここから使徒は，およ
そ次のように語って明白な理解を示している。〈信仰が現れる以前には，われ
われは律法の下で監視され，信仰が啓示されるまで閉じ込められていた。こう
して律法はわれわれにとって，キリストへの訓導者となった。われわれが信仰
によって義化されるためである。しかるに信仰が現れたため，もはやわれわれ
はこの訓導者の下にはいない〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 3.23 － 25）。
31.1）「われわれはもはや，あの律法の下にはいない」ということを今耳に
しなかっただろうか？　この律法とは恐れを伴うものであったが，ロゴスの下
では選択のための訓導者だということを。続いて使徒は，あらゆる不公平を脱
した次のような見解を付け加えている。〈あなた方はみな，信仰によりキリス
ト・イエスのうちにあって神の子らなのだ。あなた方はキリストへと洗礼を受
けたのだから，キリストを身にまとっている。ユダヤ人もギリシア人もなく，
奴隷も自由人もなく，男も女もない。あなた方はみな，キリスト・イエスにお
いて一つなのだ〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 3.26 － 28）。2）つまり同一のロゴスのうちにあって，
ある者は覚知者だがある者は「魂者」である，といったことはあり得ず，すべ
ての者が等しく肉の欲情を棄て去り，主の許で霊的な存在なのである。また別
の箇所では次のように記している。〈われわれは皆，ユダヤ人であれギリシア
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人であれ，奴隷であれ自由人であれ，一つの霊において一つの体へと洗礼を受
けた。だから皆が一つの杯に与かって飲むのである〉（1 ｺﾘﾝﾄ 12.13）。
32.1）さてここで，より優れた事柄を思い起こすことは霊の濾過である，と
述べている人の言葉を引くことも場違いではあるまい。彼らは，より善き事柄
の想起による，より劣ったものの除去を「濾過」と考える。より善き事柄を思
い起こすなら，より劣った事柄に対する悔恨が必然的に伴う。彼らは，これこ
そ痛悔の霊が駆け出すことだと認めている。同様にしてわれわれも，罪を犯し
た事柄に関して悔い改め，罪による退歩に別れを告げ，洗礼による濾過を経
て，永遠なる光に向けて，子供として父の許へと駆け出すのである。2）〈そ
こでイエスは霊のうちに喜びに溢れ，こう述べた。《父よ，天と地の神よ，あ
なたがこれらのことどもを，知恵ある者，賢き者たちからは隠し，子供たちに
明らかにされたことに感謝します》〉（ﾙｶ 10,21）。かの教導者にして師たる方は，
われわれ子供たちを，世にある知者，自分たち自身のことを知恵ある者として
自惚れている者たちよりも，救いに親しき者と呼ぶ。3）さらにイエスは叫び，
喜び，歓喜に溢れて，子供たちとともに舌足らずの話し方をするかのようにこ
う述べる。〈そうです，父よ，これは御前にあって御意に適うことでした〉（ﾙｶ
10,21）。そのために，今の世の知者，賢き者たちからは隠されていた事柄が，
子供たちに明らかにされたのである。4）であるから，幼き者たち，古き人間
を棄てて悪の衣を脱ぎ捨てた者たちは相応しくも神の子供たちなのである。わ
れわれはかくして，新しき人，聖なる民となるために，キリストの不滅性を身
にまとい，再生を遂げて染みなき人間性を保持し，姦淫や悪事から浄められて，
神の嬰児として幼子のようになろうではないか。
33.1）かくして幸いなるパウロは，『コリントの教会への第一書簡』の中で，
われわれをいとも明瞭に疑念から解放し，およそ次のように記している。〈兄
弟たちよ，思慮に関しては子供のようであってはならない。悪事に関しては子
供のごとくあれ。だが思慮に関しては完全な者であれ〉（1 ｺﾘﾝﾄ 14,20）。2）一方，
〈わたしは子供であったとき，子供のように考え，子供のように語っていた〉（1
ｺﾘﾝﾄ 13,11）とも述べている。ここでは，律法による生き方が仄めかされてい
る。その生き方に基づき，彼はすでに純粋な者としてではなく，なお思慮を欠
きながら，幼き思慮のうちに迫害を行い，幼きことをしゃべりつつ御言葉を誹
謗していたのである。というのも「幼さ」には二つの意味がある。3）パウロ
はさらにこう述べている。〈成人になれば，幼児の事柄は無意味となる〉（1 ｺﾘ
ﾝﾄ 13,11）。これは，年齢の大きさに関して不完全であるという意味ではなく，
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時間的な期間に関しては限定されておらず，また成人向けのより完全な学の教
えが，他にまだ秘されてあるということを仄めかしているのでもない。むしろ
使徒は，異縁な幼さを示しつつ，これが無意味になるということを認めながら，
ちょうど子供たちがお化けに怖がるように，律法の下，すなわち恐れに狼狽す
る者たちを「幼い」と呼びながら，御言葉に忠実で，自律した者たちを「成人」
と呼んでいるのである。われわれはおのずからなる選択意志によって信じ，思
慮なくしてではなく，思慮をもって救われたのであり，恐れのうちに慄いてい
たのである。4）使徒自らが，このことに関して証言し，ユダヤ人に関して「相
続者」と呼ぶものの，それは昔の律法のためであり，約束という点ではわれわ
れのことをそう呼んでいるのである。彼は言う。〈相続者は，未成年である間
は全財産の所有者であっても僕と何ら変わるところがなく，父親が定めた期日
までは後見人や管理人の監督の下にある。それと同様にわれわれも，未成年で
あったときには，世を支配する諸霊に奴隷として仕えていた。だが時が満ちる
と，神がその子を遣わし，婦人から生まれて律法の下に育った。それは律法の
下にある人々を贖い出し，われわれが子を通して子たる身分を受け取るためで
あった〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 4,1 － 5）。
34.1）注目したいのは，使徒が，恐怖と罪の下にある者を「未成年者」であ
ると認める一方，信仰の下にある者を「子」と呼び，律法の下にある未成年者
とは区別すべきものとして，成熟した人間と見なしている点である。使徒は述
べる。〈というのももはや，あなたは奴隷ではなく，子なのだ。もし子である
のなら，神を通しての相続者でもあるのだ〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 4,7）。では，相続という
嗣業のほかに，子に更に何が欠けているというのだろうか。2）そこで，次の
ように解釈するのが適っているだろう。すなわち〈わたしが未成年であったと
き〉，すなわち「ユダヤ人であったとき」（なぜなら彼は上より生まれてヘブラ
イ人であった），〈わたしは未成年者のように考えていた〉，なぜなら律法に従っ
ていたからである。だが〈成人してからは〉，もはや子供の事柄，つまり律法
に関わる事柄を考えるのではなく，大人に相応しい事柄，つまりキリストに属
す事柄を考えるようになった，との意味であろう。すでに述べたように，聖書
はキリストだけを成人と呼び（2 ｺﾘﾝﾄ 11,2；ｴﾌｪｿ 4,13），このキリストが〈子
供に属す事柄を廃した〉のである。しかるにキリストにおける未成年性は完全
性なのであり，それはちょうど律法に対しても当てはまる。
3）これまでの事柄に対しては，われわれの子供性を弁護者として引こう。
ここでもまた，使徒によって語られた事柄を詳細に引く必要があろう。〈わた
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しはあなた方に対して，あたかもキリストにおける幼児のように，乳を飲ませ，
食物は与えなかった。あなた方がまだ食物を摂ることができなかったからであ
る。だがあなた方は今でもできない〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,1-2）。ここでわたしには，述
べられたことの意味をユダヤ教的な仕方で受け取るべきではないように思われ
る。そこで，聖書の次のような句を対置させることにしよう。〈わたしはあな
た方を，善き土地，乳と密の流れる土地に導き入れよう〉（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,8;17）。
35.1）さてここで，聖書のこの箇所の云い回しに関して，この箇所が何を表現
しようとしているのかをめぐって，きわめて大きな難問が持ち上がる。という
のも，キリストへの信仰の端緒が，乳による幼児性である一方で，それが子供
じみた不完全なものとして蔑まれているとすれば，食物を摂った後の完成され
た知者の休らいが，再び子供の乳として尊ばれているのは何故であろうか。2）
したがっておそらく，比喩を示す「あたかも」が上述のような意味を表すので
はなく，この箇所はおよそ次のように読み取るべきなのであろう。〈わたしは
あなた方に対し，キリストにおいて乳を飲ませた〉，その後すこし間を置いて
〈子供たちのように扱いつつ〉と読み，読み方を切り離すことによって，次の
ような意味を示すことになるだろう。3）すなわち「わたしはキリストのうちに，
あなた方に対して，単純で真実の，自生的な霊的糧をもって教えを授けてきた」。
というのも乳が持つ生命を育む本質とはそのようなものであり，愛に満ちた胸
から滴るものだからである。そこで全般的に，このように考えることができよ
う。「ちょうど乳房が，生まれたての子供たちを乳で育むように，わたしもま
た，キリストの乳である御言葉で，あなた方のために霊的な糧を滴らせよう」。
36.1）かくして，完全な乳とは完全な食物であり，止むことなく最後まで導
きをなす。それゆえ，休らいのときにあっても，乳と蜜とは同じ事柄を告げ
る。おそらく主は，義しき人々に対してふたたび乳を約束するであろう。それ
は明確に，御言葉が，アルファとオメガ，初めと終わり，その双方のかたちで
示されるためである（乳とは暗喩のうちに示された御言葉である）。そのよう
なことを，ホメロスも，人々の中で正しき者のことを「乳を食す者」と呼んで
（ｲﾘｱｽ 13,6），自分では気付かずに予言している。2）一方，聖書は次のように
解することもできるだろう。すなわち〈兄弟たちよ，わたしはあなた方に霊的
な人々に話すようには語ることができず，むしろ，肉的な人々，キリストにお
ける幼児に対するような仕方で語った〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,1）。ここで「肉的な」とは，
最近教えを受けたばかりで，まだキリストにおける未成年の人々と捉えること
ができるだろう。3）というのも「霊的な」という言い方は，すでに聖霊に信
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じている人々に対して述べる表現であり，「肉的な」とは，新たに教えを受け
たばかりでまだ浄められていない人々に対して用いる表現だからである。彼
は「まだ肉的な」という言い方を，まだ肉の事柄を思う人々に対し，相応しく
も異邦人に対すると同じように用いているのである。4）〈あなた方の間に妬
みや争いがあるのなら，あなた方は肉的な者であり，人間の思いにしたがって
歩んでいるのではないか〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,3）。それゆえ〈わたしはあなた方に乳を
飲ませた〉という言い方も，「教理から永遠の生命へと育む知をあなた方に注
いだ」との意味であろう。だがそればかりでなく，「飲ませた」という表現は，
完全な与かりを象徴する表現である。というのも完成された人々は「飲む」と
言われるが，子供たちは「乳を吸う」とされるからである。5）主は述べる。〈わ
たしの血は真なる飲み物である〉（ﾖﾊﾈ 6,55）。すると，パウロが〈わたしは乳
を飲ませた〉と言っているのは，御言葉である乳の内なる完全な賢慮，真理の
知を飲ませた，ということを暗示しているのではないだろうか。するとその後
に付け加えられた〈食物ではなく。なぜならあなた方にはまだ不可能だったか
ら〉とあるのは，来るべき世における，食物のような形での，顔と顔をあわせ
ての明白な啓示が暗示されていると解しうる。〈というのも〉，同じ使徒は語る。
〈いまわれわれは，言わば鏡を通して見ているが，そのときには顔と顔をあわ
せて見る〉（1 ｺﾘﾝﾄ 13,12）。それゆえ彼は次のようにも付け加えている。〈あ
なた方には，いまはまだ不可能である。肉的な人であるから〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,2 － 3）。
「肉的な人」とは，肉に属する事柄を考え，欲し，愛し，求め，怒り，執着し
ている（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,19 － 21），という意味であり，ある人々が理解するように「わ
れわれはまだ肉の身であるから」との意味ではない。なぜならその時には，わ
れわれは真理の知とともに，天使に等しい顔をもって顔と顔をあわせて約束の
事柄を目にするだろうからである。
37.1）ではもし本当に，この世からの解放の後の約束がそのようなものであ
るとすれば，〈目が見たこともなく，人の思いに上ったこともないようなもの〉
（1 ｺﾘﾝﾄ 2,9）を，どのようにして，霊において考えるのではなく，学びによっ
て〈それまで耳が聴いたことがなく〉，ただ〈第三天に挙げられたもの〉（その
折には，それすら口外せぬように命じられる）を会得した者たちだけが知ると
語られるのだろうか。2）では，後ほど考えねばならないことであるが，人間
の知恵というものが，知の大言壮語であるのなら，聖書の掟を聞くがよい。〈知
者は自らの知において誇ってはならない。力ある者は自らの力において誇って
はならない。誇る者は主において誇るがよい〉（1 ｺﾘﾝﾄ 1,31；2 ｺﾘﾝﾄ 10,17）。
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われわれは〈神より教えを受けた者〉（1 ﾃｻﾛﾆｹ 4,9）として，キリストの名に
おいて誇ろう。3）であるから使徒は，子供たちの乳をこのように考えていた
と想定すべきなのではないだろうか，もし教会の先導者たちが善き羊飼いの似
像に倣った牧者であり，われわれがその群れであるのならば。だから「乳」とは，
群れの主のことを指し，主が一団を守るということを象徴的に述べているので
はないか。こうしてこの表現は，意味に沿うものになされなければならない。〈わ
たしはあなた方に食物を与えるのではなく，乳を飲ませた。それは，あなた方
にはまだ不可能だったからである〉。乳と食物に関して，ここで異なったもの
を想起すべきではない。その本質は同一である。というのも，乳として液状に
柔らかくされようとも，食物として固められ凝縮されようとも，御言葉は同一
だからである。
38.1）だがそればかりでなく，ここでは次のように理解する人々もある。彼
らによれば，乳とは，最大限に注がれる教えだと理解され，一方食物とは，教
理教育により礎石に向けて凝集せられた信仰である，とされる。信仰とは，聴
くことよりも堅固であるために，食物になぞらえられ，霊魂のうちに実体化さ
れる。2）この種の食物については，主もまた別の箇所，すなわち『ヨハネに
よる福音書』において象徴的表現によりこう説いている。「あなたがたはわが
肉を食すがよい」（ﾖﾊﾈ 6,53），主は言われた，「そしてわが血を飲むがよい」。
これは信仰と告知に関して，明白なかたちで食物と飲み物の隠喩を用いた表現
である。3）ここからして教会は，ちょうど人間が多くの身体部分からでき上
がっているように，身体すなわち信仰と，霊魂すなわち希望というこの両者に
よって支えられ，成長し，保たれ，広げられる。これはちょうど，主が肉と血
から成っているのと同様である。というのも実に，希望とは信仰の血であり，
この希望によって信仰が，あたかも霊魂によるかのように維持されるからであ
る。しかるに希望が息吹を止めるとき，あたかも血が注ぎ出されるかのように，
信仰の生ける部分は弱まる。
39.1）だがそれでも，もし誰かがさらに争いを続けることを望み，乳とは，
いわば離乳食のように，最初の学びを意味する一方，食物とは霊的な覚知を意
味するのだと主張するのであれば，彼ら自身を知へと導き，次のことを知るが
よい。すなわち，食物とは堅固な食物であると言うのなら，イエスの肉と血に
よるとき，彼ら自身の大げさな知恵を超えて，真理なる単純さへと運ばれるの
である。2）というのも血とは，人間において最初の生成物として見出され，
この血をある人々は，霊魂の本質と呼ぶことも辞さないほどである。血はこの
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ように，本性的に消化へと向かうものであり，母親が妊娠すると，共感的愛情
とともに開花し，子供への恐怖を消すことに向けて成熟する。そして血は肉に
比してより湿潤である。いわば，肉が湿潤であるとすれば，乳は血よりもさら
に生産的であり，より微細な成分から構成されている。3）というのも血が胚
に供給され，母親の臍を通して送り込まれるのであれ，あるいはそれが月経に
よるのであれ，本来の経路からは遮断されて，すべてを育み誕生をもたらす神
により，本性的な注ぎのため，すでに育むための器官となっている乳房に向け
て進むように命じられるのである。さらに血は，熱い霊によって異化され，赤
子のための願わしき滋養として整えられる。すなわち乳とは，変化した血なの
である。というのも，器官のなかで乳房は，とりわけ母に親しき部位である。
4）したがって，出産のため，そこを通って血が胚に送られる器官がへその緒
を得るや，経路の閉鎖が起こり，血は乳房へと衝動を得て，大きな衝撃が起こっ
て乳房が膨らみ，血は乳に変わる。それは潰瘍に関して血が膿に変わるのと同
様である。5）あるいはまた，乳房をめぐっている血管が妊娠による緊張のた
めに開口し，乳房の自然孔に向けて血を注ぎだすにせよ，近接する気管から送
り出された息吹がそれに混ぜ合わされ，潜在する血の本質は純粋なままなお留
まって次第に白色化し，そのような衝撃によって沸々と変化するのかも知れな
い。これは，海と似た現象を被っていると言えよう。海に関して詩人たちは，
風の衝撃を受けて「塩の泡を吐き棄てる」（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』4,426）と言うのだか
ら。ただ血は，普遍なる本質を有しているという点が異なる。
40.1）ちょうどこのようにして川もまた，流れに運ばれ，周囲を取り囲む大
気の作用によってあおられ「泡を立てて唸り」（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』5,599 ほか），わ
れわれの口中の湿り気も，風によって白くなる。いったい，血もまた霊によっ
て最も輝かしくまた白く転ずることに同意しないほどの愚考があるだろうか。
つまり，実体ではなく様態に関する変化をこうむるのである。2）かくして疑
いもなく，乳より滋養に満ち甘美なものだけでなく，乳より白いものすらも見
出すことはできない。こうしてあらゆる面に関して，乳には霊的な食物である
ということが似つかわしい。すなわち，その恵みに関して甘く，生命のように
滋養に満ち，キリストの日のように白い。したがって御言葉の血も，乳のよう
に輝くのである。
41.1）かくして，懐胎に際して乳は，定めにしたがって胚に供給される一方，
乳房は，それまで男性を求めて直立していたのが，すでに赤子の方を向いて垂
れ，本性によって救いの育みのための滋養を，尽力して摂取しやすいかたちで
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提供できるよう学ぶのである。というのも乳房は，自ずから乳がほとばしるか
らといって満ちた泉のごとくではなく，むしろ自らのうちで栄養を変容させ，
乳を作り出し，息吹かせるのである。2）この食物〈乳〉は，新たに生まれ誕
生する子供に相応しく適合するようにと，養育者でありかつ生まれた者・再生
された者の父である神から，気遣いのもとに与えられた食物である。ちょうど
天からマンナがいにしえのヘブル人たちに注がれたように，天上的な天使の食
物なのである。3）もちろん今でも乳母たちは，最初に出て飲ませる母乳を，
この食物と同じ名を用いて「マンナ」と呼んでいる。もっとも女性たちが妊娠
して母となると，乳を含ませる。一方主であり処女の裔であるキリストは , 女
性の乳房を幸いなものとは呼ばず（ﾙｶ 11.27-28），その乳房を育み主とも見な
さなかった。ただ慈しみと人間愛に満ちた父がロゴスを注ぎ出し，イエス自ら
が賢慮ある人々にとっての霊的な食物となったのである。
42.1）おお，神秘の不思議さよ！　万物の父は一人，万物のロゴスは唯一，
聖なる霊は普遍的に同一，そして唯一人の処女が母となった。この女性を「教
会」と呼ぶことはわたしにとって好ましきことである。この唯一なる母は乳を
注がない。なぜならただこの女性だけが夫人とならず，処女にして同時に母だ
からである。処女として汚れなく，母として愛に満ちている。そして自らの子
供たちを招き続け，子供であるロゴスを聖なる乳として与え，慈しむ。2）し
たがって彼女は乳を出さない。なぜなら，この麗しく適切な幼児であるキリス
トの体こそが乳だからである。それは，ロゴスでもって若さを育むものであり，
その若さとは，主自らが肉の苦悩のうちに宿し，主自らが尊い血でもって包ん
だものである。3）おお聖なる陣痛よ，聖なる産着よ。ロゴスこそ，嬰児にとっ
てのすべて，すなわち父であり母であり，訓導者であり乳母なのである。主は
言われる。「わが肉を食し，わが血を飲め」（ﾖﾊﾈ 6.53）。主はわれわれに，こ
れらを相応しい食物として授け，肉として差し出し，血として注ぎ出す。子供
たちにとって，成長のために欠けたものは何一つない。43.1）おお，予想を覆
す神秘よ！　われわれに対し，古の肉の腐敗をあたかも昔の食物であるかのよ
うに脱ぎ捨てる一方，キリストによる新たな別の生き方に与かり，もし可能で
あれば，キリストその人を取り込んで蓄え，救い主として抱擁するようにと命
じられているのである。それはわれわれの肉の情念を骨抜きにするためである。
2）しかしこのような取り方をせずに，おそらくはもっと一般的な理解を望
むかも知れない。それならば次のような理解にも耳を傾けよう。〈肉〉という
語でもって，聖霊が比喩的に表現されている。というのも肉は聖霊によって創
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻
― 全訳 ― 
られたからである。一方〈血〉という語でもってロゴスがほのめかされてい
る。なぜならロゴスが，言わば豊かな血のようにわれわれの生に注ぎかけられ
たからである。この両者の混合が主であり，幼い子供たちの食物である。主と
は霊とロゴスである。3）食物，すなわち主であるイエス，つまり神のロゴス
は，肉となった霊であり，聖化された天上の肉である。食物は父の乳であり，
子供たちはただそれだけで養われる。愛され，われわれを養う方であるロゴス
が（ﾏﾙｺ 1.11etc.），われわれのために自らの血を流し，人間性を救ったのであ
る。4）それによりわれわれは信仰を抱き，父の「憂いを忘れさせる胸」（ｲﾘｱ
ｽ，22.83），つまりロゴスの許へと身を寄せる。この方のみが，当然のことなが
ら我々嬰児たちに愛の乳を授けてくださる。そしてこの胸に育まれた者だけが，
真の意味で「至福なる」者なのである。44.1）それゆえ，かのペトロもこう言っ
ている。〈だから，悪意，偽り，偽善，ねたみ，悪口をみな捨て去って，生ま
れたばかりの乳飲み子のように，ロゴスに基づく欺瞞なき乳を慕い求めよ。も
しあなたがたが，主こそ恵みに満ちた方だということを味わったのであれば，
そのロゴスのうちに，成長して救いに至るためである〉（1 ﾍﾟﾄﾛ 2,1 － 3）。
だがもし，誰かが彼らに同調し，乳の他に何か食物があると主張するのであ
れば，彼らはどうして，その本質を理解して接近しないのであろうか。2）と
いうのも冬の食物は，大気が凝集するため，通気をさせず，内に熱を込めるも
のになる。煮たり焼いたりして，血管に血を送り込めるものにするのである。
それらは通気性を持たず，非常に満ちて張り詰めており，激性のものである。
それゆえ乳房もその折には張り，とりわけ乳に満ちたものとなる。3）すこし
以前に（39.2 － 5），妊娠した女性にあっては血が乳へと変わるということを
示したが，それは本質に関わる事柄ではない。つまり言うまでもないことだが，
金髪が老齢のために白髪に変わるのと同じではない。逆に夏の間は，体がより
微細になるため，より消化のよい食物を提供する。したがって乳は豊かさに欠
けることになり，血も同様となる。食物がすべての種にわたって供されないか
らである。45.1）食物を作る行程は血に関わるものであるが，血は乳と化すた
め，ちょうどスペルマが人間の原型であり，ブドウの種がブドウの原型である
のと同様に，血は乳の原型となるのである。
かくして主の食物である乳によって，われわれは産み落とされるやすぐに育
まれ，再生を遂げるや直ちに休らいの希望を抱き，〈そこには蜜と乳が降り注ぐ〉
と記されている天上のエルサレム（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,8）を告げ知らされて，質料的
な食物を通じて聖なる食物の担保を受けるのである。2）というのも使徒自身
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が語っているように，食物は消化されるが，乳による滋養は天に向けての導き
役を務め，天上界の市民と天使たちと舞をともにする者たちを育む。しかるに
御言葉とは，〈生命を迸らせる泉〉（cf.黙示録 21,6），また〈オリーヴ油の川〉（ｴ
ｾﾞｷｴﾙ 32,14）と言われ，パウロが比喩を用いて自らを「乳」と名づけ，〈自ら
は乳を飲ませた〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,2）としているのも相応しい。なぜなら御言葉，す
なわち真理の滋養は飲まれるものだからである。もちろんこの飲み物は，湿潤
な滋養とも呼ばれる。3）またこの同じものをいずれにせよ，食物とも飲み物
ともして，各々の場合に応じて考えることも可能である。ちょうど，チーズが
乳の固まりであるとともに固まった乳であるのと同様である。いまわたしの念
頭にあるのは言葉遊びではない。ただ一つの本質が二つの食物に役立てられて
いるということのみである。だがそればかりでなく，乳飲み子たちには，ただ
乳が飲み物であり栄養でもあるということだけで十分なのである。
4）主は述べる。〈わたしはあなた方が知らない食物を食すことができる。
わたしの食物とは，わたしを遣わした方の意向を行うことである〉（ﾖﾊﾈ 4,32；
34）。ここでは神の意向が，別の食物として乳になぞらえられていることがわ
かるだろう。46.1）だがそればかりでなく，主は自らの苦悩の完遂をも類比的
に「杯」（ﾏﾀｲ 20.22 － 23）と呼んでいる。それはこの杯を，完全に飲み干し
尽くすことだけが必要だったからである。キリストにとっての食物とは，父の
意志の完遂ということであった。一方嬰児であるわれわれにとっては，そのキ
リスト自身が食物であり，われわれは天のロゴスを飲み干すのである。ここか
ら「求める」ことが「探る」（masteusai）と呼ばれる。それはロゴスを求め
る嬰児たちに対して，父の人間愛に満ちた乳房が乳を与えるからである。さら
にロゴスは，自らが〈天から下ったパンである〉と同意している。2）〈なぜなら〉
こう語られる。〈モーセはあなた方に天のパンを与えなかった。だがわたしの
父は，あなた方に天からの真なるパンを与える . 神のパンとは天から下って来
て世に生命を与えるものだからである。そしてわたしが与えるパンとは，世の
生命のためのわたしの肉である〉（ﾖﾊﾈ 6.32；33；51）。ここでは「パン」とい
う語彙の神秘性に注意せねばならない。救い主は，それを自らの〈肉〉だと述
べているが，これが〈復活した肉〉であるということについては，何と明らか
であろうか。ちょうど小麦（pyros）が腐敗し蒔かれることによって復活する
のと同様である。実にそれは，教会の喜びのために，火を通じて（dia pyros）
焼かれたパンとして復興した肉なのである。
47.1）だがこの事柄に関しては『復活について』においてより明らかに示さ
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れるであろう。主が〈わたしが与えるパンとは，わたしの肉である〉（ﾖﾊﾈ 6,51）
と語る際，肉は血によって育まれる一方，血は比喩的に「ぶどう酒」と表現さ
れる。したがって，パンは酒に混ぜられるべく砕かれてぶどう酒を制しつつ，
水気に満ちた部分は残す。ちょうどそれと同じように，主の肉すなわち天上界
のパンもまた血を吸い，人間の天上的な部分を不腐敗性へと育む一方，肉的な
欲情だけを腐敗へと置き去りにする。2）このようにして御言葉は多様な形で
比ゆ的に表現され，食物，肉，滋養，パン，血，乳などと語られる。これらは
すべて主であり，彼を信ずるわれわれが摂取すべく供されるのである。
だから，われわれが「乳とは主の血が比喩的に語られたものだ」と言ったと
ころで，奇異に思わないでいただきたい。ぶどう酒もまた，次のように比ゆ的
に語られてはいないだろうか。〈自らの衣をぶどう酒に浸す者は，ぶどうの血
に自らの衣を浸すのだ〉（創世 49,11）。これは「御言葉の体は自らの血で装う」
ということを述べたものである。もちろんこれは「主は自らの霊によって，御
言葉に飢え渇く者たちを育む」と述べるのと同様である。御言葉とは血である，
と言うことに関しては，義人アベルの血が神にまみえて証言している。4）と
いうのももし血が声を発さなければ，御言葉が血だと考えられることはなかっ
たであろうから。かくしていにしえの義人は，新しき義人の予型であり，かつ
て神にまみえた血は，新しき血へと執り成すのである。すなわち，血つまり御
言葉は，信じられるべき言葉を告げるとき，神に向かって声を挙げるのである。
48,1）だがそればかりでなく，肉そのものそして肉のうちにある血も，乳に
よって，いわば代償として慈しまれるかのように，大切にされ成長する。実際，
月ごとの浄めから残されたきれいな残りかすが種子と混ざり，種子の変質が生
ずるのである。つまり，種子のうちにある力が，ちょうど凝固乳が乳を形成す
るように，血の本性を固形化し，形成のための本質を作り出す。混合が活発化
し，精髄部が容易に精製されるのである。2）というのも種子は，洪水による
氾濫に伴い，大地から取り残され，湿気が乾くことによって乾燥し，樹液が粘
着質であるために，種子を抱き芽吹かせるのである。3）ある人々は，生物の
種子は本質の上で血の胞子だと想定している。この胞子が，男性に備わってい
る熱により，性交の際に衝撃を受け，投げ出されて泡と化し，精子の血管にも
委ねられるのである。ここからアポッロンの徒のディオゲネスは，この胞子を
「性的快楽」と呼ぶことを望んでいる。
49.1）かくして，これらの事柄すべてにより，血が人間の肉体の本質である
ということは明らかである。というのも実に，胃にあるものは，最初は湿分の
秋　山　　　学0
乳状固形物であり，しかる後この固形物が血と化して肉となり，その後，本性
的で熱い息吹によって固着する。この息吹によって胚が形成され，生きたもの
となるのである。2）だがそればかりでなく，出産の後にも嬰児は再びこの同
じ血によって育まれる。というのも血の本性は乳の流れであり，乳とは滋養の
泉なのである。それゆえこの乳のゆえに，女性は子を産んだということが明ら
かになるのであって，この乳によって愛情の絆を獲得するという順序ではな
いのである（cf.ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾒﾈｸｾﾉｽ』237e2 － 5）。このような理由により，使徒の
内なる聖霊が，主の言葉を用いて神秘的に〈わたしはあなた方に乳を与えた〉
（1 ｺﾘﾝﾄ 3,2）と語ったのである。3）なぜならもしわれわれがキリストのうち
に再生を遂げたのであれば，再生させた方がわれわれを自らの乳，すなわち御
言葉で育むはずだからである。というのも産み落としたものはすべて，生まれ
たものに滋養を提供するのが必然だからである。そしてこの再生とちょうど同
じように，滋養もまた類比的に，人間には霊的なものなのである。4）だから，
われわれはあらゆる面で，あらゆる仕方でキリストと親しき関係にあるように
努めよう。それは，われわれがそれを通じて購われた主の血による生まれの共
通性においても，御言葉に由来する教育を通じての共感においても，また主の
導きによる不滅性においても該当する。
　　　　「子を育てることは，しばしば人々の間で，
　　　　　子を産むことよりも大きな愛情をもたらす」
（ﾋﾞｵﾄｽ，断片 1,TGF Nr.205）。
かくして血と乳とは，主の受難と教えとの象徴なのである。50.1）こういうわ
けで，われわれの子供たちの各々には，主において誇りを抱き，次のように呼
ばわって述べることが許される。
　　　　「善き父親から，善き血から生まれたものであって欲しい」
（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』14.113）。
どのようにして，血から乳が変質によって生じるのかに関しては，以上からす
でに明瞭であろうが，そればかりでなく，羊の群れや山羊の群れからも学び取
ることができる。2）すなわちこれらの動物は，一年のうち，われわれが春と
呼んでいる時期に大気が湿潤になり，そればかりではなく草や牧草がその時期，
液に満ち湿潤になってくると，まずは血に満たされる。それは血管の組成に関
して，器官が充溢するときに明らかになるのと同様である。一方乳は，血から
より豊かに注がれる。そして夏には，灼熱により血は焼かれ乾燥して変化をこ
うむるため，吸収はわずかとなる。
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3）さて，乳は水に対する，いわば極めて本性的な同起源性をも有している。
それは言うまでもなく，霊的な浄めが霊的な滋養と同質であるのと同様である。
実に，上述のような乳を飲み下そうとする者は，少量の冷水が実に有用である。
というのも乳は，水との共通性により，鋭くなることが適わない。それは嫌悪
が生じることなく，親近性により互いに溶け合うためである。4）また，御言
葉が洗礼に対して有している共通性を，乳は水に対する交代性として有する。
この性質は，ただ湿潤性のものだけが受容しうる。そして水との混合を，浄め
のために受け入れるが，これはちょうど洗礼が，罪の浄めのために行われるの
と同様である。
51.1）さて，水は適わしくも蜜と混合し，それがさらに，甘さを増した食物
として浄めのために働く。というのも御言葉は人間愛と混合し，情動を癒すと
ともに罪をも浄めるからである。「蜜よりも甘い声が流れ出る」（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』
1.249）というのは御言葉について語られたものだとわたしには思われる。御
言葉とは蜜だからである。また預言は随所に〈蜜と油を超えて〉（詩篇 18,11）
導く。実際，乳は甘き酒と混ざり合い，この混合は有効となる。ちょうど情動
が不滅性と混合する場合と同様である。乳は酒により凝結し固形となって，そ
の部分は言わば不純物として取り除かれる。2）信仰の場合も同様であり，霊
的な部分は人間の情動と交わりを持つことによって肉的な欲情を凝固させ，人
間を永遠性に向けて規定し，神々として神化するのである。3）だが多くの人々
は，乳の油性部分（これは凝乳と呼ばれている）を灯に用いる。つまり御言葉
のうち油に満ちた部分を，謎の解明により明らかにするのである。御言葉だけ
が正当にも，嬰児たちを育て成長させ照らすものだからである。52.1）なぜな
らそのために，聖書は主についてこう記しているからである。〈主は野の作物
で養い，岩から野蜜を，固い岩から油を得させ，牛の凝乳，羊の乳，雄羊の脂
身〉（申命 32,13 － 14）その他を彼らに与えた，と。そればかりでなく，子供
の誕生をも預言者は〈凝乳は蜜を要する〉と述べている（ｲｻﾞﾔ 7,15）。
2）だがわたしには，ある人々がどうして自らのことを敢えて「完成した者，
覚智者」と呼び，使徒たちをも上回ると考えることができるのか，驚きに耐え
ない。彼らは思い上がり傲慢に陥っているのであって，自身に関して次のよう
に述べるパウロも同意していると考える。〈わたしは，すでにそれを得たとい
うわけではなく，すでに完全な者となっているわけでもない。自分がキリスト
によって捉えられているそのものに関して，何とかして捉えようと努めている
だけである。兄弟たちよ，私は自分自身すら，すでに捉えたとは考えていない。
秋　山　　　学
なすべきことはただ，後ろのものを忘れ，前のものを鶴首待望しつつ，神がキ
リスト・イエスのうちに上へと召すその賞を得るために，目標を追求すること
だけである〉（ﾌｨﾘﾋﾟ 3,12 － 14）。3）そして使徒が自らを完成されたと考える
のは，自分が以前の生から解放されて，より優れた生に捉えられているがため
であり，それは知において完全だというわけではなく，完全性に捉えられてい
るがためなのである。それゆえ彼はこうも付け加える。〈われわれのうち，完
成された者なら誰でも，こう考えるべきである〉（ﾌｨﾘﾋﾟ 3,15）。ここで彼が「完
全性」と呼んでいるのは明らかに，罪とは決別し，唯一完全なる方への信仰に
向けて再生を遂げ，以前の罪を忘れ去ったということなのである。
Ⅶ． 訓導者とは何者であるか，そして彼の教育（paidagogia）とは
何か。
53.1）さて既に，われわれはみな聖書に基づいて「子供」（paides）と呼ばれ
るばかりでなく，キリストの後に随き従った者として「嬰児」（népioi）とも
比喩的に述べられている（allégoroumenoi）ということ，そして万物の父の
みが完全であるが，父のうちに子がおり，子のうちに父がいるということを示
し終えた。計画によれば，われわれの訓導者（paidagógos）とは，一体誰で
あるのか，ということを次に述べねばならない。この方はイエスという名であ
る。2）彼は自らを「牧者」と呼ぶことがあり，〈わたしは善き牧者である〉（ﾖ
ﾊﾈ 10.11;14）と述べている。羊の群れを導く牧者からの隠喩（metaphora） 
により，子供たち（paidia）を導く者は，嬰児（népioi）らを世話する牧者と
いう意味で「訓導者」（paidagógos）とされる。つまり嬰児たちは比喩により，
単に「羊の群れ」とされているのである。3）主はこう語る。〈すべては一つ
の群れとなり，一人の牧者のもとに集う〉（ﾖﾊﾈ 10.16）。かくして，われわれ
子供たちを救いへと導くロゴスは「訓導者」とされるに相応しい。実にこのロ
ゴスは，ホセアを通じ，自らについてはっきりとこう語っている。〈わたしは
あなた方の訓育者（paideutés）である〉（ﾎｾｱ 5.2）。訓育とは敬神であり，神
への勤め（therapeia）を学ぶことであり，真理の認識（epignósis）に向けて
の教え（paideusis）であり，天に向かう真っ直ぐな導き（agógé）なのである。
54.1）ところで「訓導」（paidagógia）とは , 様々なものに対して付される
呼び名である。まず，導かれ学ぶ者に関して「訓導」と言われる。次に，導き
教える者に関して「訓導」と呼ばれる。そして第三に導き（agógé）そのもの
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が「訓導」と呼ばれる。第四には教えられる事柄が「訓導」と呼ばれる。たと
えば律法がそうである。しかるに神に関する訓育とは，神の観照（epopteia）
に向けて真理を直接指し示すこと（kateuthysmos）であり，聖なる行為を永
遠の持続性のうちに規範づけること（hypotypósis）である。2）ちょうど将軍
が重装歩兵軍団を整える際に，傭兵隊の救済を前もって気遣うように，また戦
艦の指揮官が，乗組員を救うために船団の舵取りをするように，訓導者もまた，
われわれ自身のための気遣いに基づいた救いの方策に則って子供たちを導く。
そして総じて，われわれが神から，そうあって欲しいと適わしく願う限りの事
柄が，訓導者に従う人々に実現するであろう。3）ちょうど艦隊の指揮官が常
に風を頼りにするとは限らないように，竜巻には敢然と抗して緊急装備に立つ
ように，訓導者もまた，この世に吹きすさぶ風に従ったりはしない。また艦隊
を統率する際と同じように，子供たちが獰猛で放埓な生活様式に無理に抗する
よう仕向けたりはしない。むしろただ，真理の風にのみ吹かれて支えられ，非
常に力を込めて子の舵，すなわち耳から離れず，ついには子供を天上の港にま
で躓くことなく導く。というのも，過ぎ去ることのない限りにおいて，人間の
習慣は父祖伝来のものと呼ばれるのに対して，神的な導きというものは，永劫
に留まる財産だからである。
55.1）さてアキレウスの訓導者はフォイニクスであり，クロイソスの子供た
ちのそれはアドラストス，アレクサンドロスのはレオニダス，フィリッポスの
はナウシトオスであったと伝えられている。だがフォイニクスは女狂いであっ
たし，アドラストスは脱走者であり，レオニダスはかのマケドニア人（アレク
サンドロス）の倨傲を制しえず，ナウシトオスもかのペッラ出身の男の泥酔を
癒しえなかった。またアルキビアデスの好色をトラキアの人ゾピュロスは抑え
る力がなかったが，このゾピュロスは（買い取られた）解放奴隷であり，また
テミストクレスの子供たちの訓導者は，軽薄な家僕のシキンノスであった。彼
は舞踏者であり，サテュロス踊りをしたことが伝わっている。2）またペルシ
ア人の大王づきの「訓導者」と呼ばれる人々も忘れてはいない。彼らは，すべ
てのペルシア人たちの中からペルシア大王が特に四名と決めて選出し，自らの
子供たちに付けた人々であった。だがこの子供たちは彼らからただ弓矢の術の
みを学び，成人するや姉妹たち，母親たち，結婚した婦人たちや数限りない妾
女たちと立ち交じり，その様はさながら野猪が共棲のために習練を積むかのよ
うであったと言う。
しかるにわれわれの訓導者とは，聖なる神イエスであり，全人間性を導くロ
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ゴスであり，人間愛に満ちた神ご自身が訓導者なのである。56.1）この方を指
して，聖なる霊がある詩篇を通じてこう述べている。〈主は荒れ野で民を満た
した。焼けつくような渇きの中，水のない中で。民を覆い，民を教育し，眼の
瞳のように民を守った。鷲が巣を翼で覆い，雛の上を飛び翔り，翼を広げて雛
を受け入れ，彼らを自らの胸で受け止めるように。ただ主のみが彼らを導き，
彼らとともにある他の神はない〉（申命 32,10 － 12）。思うに，聖書は訓導者
の姿を，その導きを詳細に描くことで明瞭に指し示している。2）また，自ら
の顔を通して次のように述べるとき，主は自らが訓導者であることに同意して
いる。〈わたしは主，あなたの神，あなたをエジプトの地から導き出した者〉（出
ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20,2）。いったい誰が，導き入れたり，導き出したりする権能を有する
だろうか。訓導者ではないだろうか。この方が〈アブラハムに姿を現し，彼に
言った。《わたしはあなたの神である》。彼はわが目に適う〉（創世 17,1 － 2；7）。
3）神は彼をこそ，信仰深い子としてもっとも訓導者に相応しく整え，こう述
べている。〈咎なき者となるがよい。わたしはわが掟をわたしとあなた，あな
たの裔の間に置く〉。かくしてここで，堅固な友愛の交わりができたのである。
彼はヤコブにとって，もっとも明確な意味での訓導者であると思われる。神
はヤコブにこう語っている。4）〈わたしはあなたとともにいて，あなたが歩
む道のすべてにおいてあなたを守る。そしてわたしは，あなたをかの土地にま
で向かわせ，あなたに語った限りの事柄をすべて成し遂げるまで，決してあな
たを捨て置かない〉（創世 28,15）。神は次のように，彼と格闘をしたとも言わ
れている（創世 32,25）。〈ただヤコブだけがそこに残り，ある人が明け方まで
彼と格闘した〉。ここで「ある人」とは訓導者のことである。57.1）この人物
は，導き担い，ともに格闘し，悪に抗して競技者ヤコブを鍛える者であった。
一方御言葉は，ヤコブを鍛錬し，人間性を訓導するものであるので，次のよう
に述べられている。〈ヤコブは彼に尋ねた。《どうかあなたの名をわたしに告げ
てください》。するとその人は言った。《なぜあなたはわたしの名を尋ねるの
か》〉（創世 32,30）。つまりこの人物は，新しき名を新しく幼き民のために取っ
ておいたのだ。2）主なる神はまだ人となっていなかったため，まだ名がなかっ
たのである。ただヤコブは〈この場所の名を《神の姿》と名づけただけであっ
た〉とされている。ヤコブは言う。〈なぜならわたしは，顔と顔とを合わせて
神を見たのに，わたしの魂は救われたからだ〉（創世 32,31）。神の顔とは御言
葉であり，この御言葉によって神が明らかにされ，神が知られるからである。3）
このときヤコブは〈イスラエル〉と名づけられた。彼が主なる神を見たからで
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ある。この方こそ神であり，御言葉であり，訓導者である。この方は後にヤコ
ブに向かってこう語る。〈エジプトに下りて行くのを恐れてはならない〉（創世
46,3）。訓導者が義しき者に相伴うことがわかる。それは彼が，競技者を鍛え，
抗する者を蹴倒すことを教えるためである。
4）さて，この方はモーセをも訓導することを教える。主はこう語る。〈も
し誰かがわたしの前で罪を犯すなら，わたしはその者の名をわたしの書から消
し去る。いまや行き，この民をわたしがあなたに告げる土地まで導くがよい〉（出
ｴｼﾞﾌﾟﾄ 32,33 － 34）。58.1）このように，この方は訓導の師でもある。という
のも真に，モーセを通して主は旧約の民の訓導者であり，主自らを通して，顔
と顔を合わせての，新約の民の導き手であったからである。主はモーセにこう
言われた。〈見よ，わが使者があなたの前を歩む〉（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 32,33 － 34）。こ
の使者は御言葉の福音的・指導者的力を知悉している。2）その一方で彼は主
の権威をも守り，こう述べる。〈その日に，わたしは彼らに対し，彼らの罪を
覆おう〉，すなわち「その日わたしは裁き手となり，彼らの罪の代価を払おう」。
というのも彼は訓導者その人であり，裁き手として，彼に聴き従わない者たち
を裁くからである。だが人間愛に満ちた御言葉は彼らの過ちを見過ごすことは
せず，彼らが回心するように，それを糾す。〈なぜなら主は罪人の死ではなく，
むしろその回心を望むからである〉（ｴｾﾞｷｴﾙ 18,23;32）。3）しかるにわれわれ
は幼児として，他の人々の罪を聞きながら，同様の経験をしないようにという
脅迫じみた恐れからそれを受け取り，似た過ちから遠ざかる。では彼らが犯し
た過ちとは何であろうか。〈彼らは，心のうちで人々を殺し，欲しいままに雄
牛の腱を切った。彼らの心は呪われる〉（創世 49,6 － 7）。
59.1）一体誰が，この方よりも人間愛に満ちた仕方でわれわれを教育するだ
ろうか。以前は，先立つ民には先立つ掟があり，その法が恐れをもって民を教
育し，御言葉はその使者であった。しかるに新しき民には，新しき新約の掟
が授けられ，御言葉が肉となり（※ﾏｰｸﾗﾝﾄﾞに従う），恐れは愛に変貌し，かの
神秘的な使者であるイエスが生まれた。2）というのもこの訓導者自身が，そ
のときには〈主なる神を畏れるであろう〉（申命 6,2）と言っていたのに対し
て，いまではわれわれに対し〈あなたはあなたの神である主を愛せよ〉（ﾏﾀｲ
22,37）と勧告しているからである。それゆえわれわれにはこう命じられる。〈あ
なた方はやめよ，あなた方の業を〉（ｲｻﾞﾔ 1,16 － 17），すなわちかつての過ちを。
むしろ〈美しき業をなすことを学べ。悪から離れ，善をなせ。義を愛し，不正
を憎め〉。これこそ，いにしえの文字で記された新しき掟である。であるから，
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御言葉の若さは批判すべきものではない。3）そればかりではなく，主はエレ
ミヤにあってこう述べている。〈わたしが若いと言ってはならない。わたしが
胎のうちにあなたを作る前に，わたしはあなたを知り，あなたが母から生まれ
る前に，わたしはあなたを聖化した〉（ｴﾚﾐﾔ 1,7）。これは預言が，われわれに
向けて象徴的に語っているものと解しうる。宇宙の生成以前に信仰のうちに神
に知られていた者たちを，まさしくいまや，子供たちとして，神の意向が満た
し，そのままに，招きと救いのため，われわれが新たに生まれた者となったの
である。60.1）それゆえ主はさらにこう付け加える。〈わたしはあなたを，異
邦人のための預言者として立てた〉（ｴﾚﾐﾔ 1,5）。つまり彼が預言せねばならず，
「若い」という名で呼ばれる民から，その若さに対する批判があってはならない，
という意味である。
しかるに律法は，モーセを通じ御言葉によって与えられた旧約の恵みである。
それゆえ聖書はこう語っている（ﾖﾊﾈ 1,17）。〈律法はモーセを通じて与えられ
た〉（モーセによって，ではなく，御言葉により，モーセを通じ，モーセの仕
えによって，である。したがって時宜に適ったものともなったのである）。〈し
かるに永遠の恵みと真理とは，イエス・キリストを通じて成った〉。2）聖書
の言い回しに注目したい。律法に関しては〈与えられた〉とだけ述べているが，
〈真理は〉父の恵みであり，御言葉の永遠なる業であって，もはや〈与えられた〉
とは語られず，〈イエスを通じて成った〉とされ，〈イエスなくして成ったもの
は一つとしてない〉と言われる。つまりかのモーセは，御言葉という完全なる
訓導者に，預言者として付き従い，その名と訓導のあり方とを予言し，民には
彼を訓導者として示し，従順の掟を委ねたのである。3）彼は言う。〈神はあ
なた方のために，あなた方の兄弟からわたしのような預言者を立てる〉（申命
18,15）。これはヌンの子ヨシュアを通して，神の子であるイエスをほのめかし
ている。なぜなら，律法のうちにあらかじめ告げられているヨシュアという名
は，主の影となる名称だからである。さらに彼は付け加え，民に有益な事柄を
忠告し，こう述べている。〈あなた方は彼に聞け。この預言者に聞き従わない
人間〉は，追及される，と（申命 18,19）。モーセはこのようにして，われわ
れに救い主たる訓導者の名を予言しているのである。
61.1）それゆえ，預言は彼に鞭を帯びさせる。それは教導，統治，権威の鞭
であり，温容なロゴスが矯め得ない者を威嚇が矯め，威嚇が矯め得ない者を鞭
が矯め，鞭が矯め得ない者を火が焼き尽くすためである。2）〈イェッサイの根
から一つの鞭が生え出でる〉（ｲｻﾞﾔ 11,1）と訓導者は語る。訓導者の配慮，知恵，
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力を見るがよい。こう述べられている。〈彼は名声によって裁くことも，語り
によって論駁することもせず，謙遜な者には正しき裁きを行い，地の罪人たち
を論駁する〉（ｲｻﾞﾔ 11,3 － 4）。またダビデを通じてこう告げられる。〈主はわ
たしを教え諭し，わたしを死に委ねない〉（詩篇 117,18）。というのも主によっ
て教育され訓導されることは，死からの解放だからである。3）それゆえ彼は，
この同じ預言者を通じてこう述べている。〈主は鉄の鞭もて彼らを牧す〉（詩篇
2,9）。同様に，使徒もまた突き動かされ，『コリント人への書簡』においてこ
う述べている。〈あなた方は何を望むのか。わたしがあなた方の許に鞭をもっ
て赴くことか，それとも愛と柔和な霊のうちに赴くことか〉（1 ｺﾘﾝﾄ 4,21）。だ
が主は別の預言者を通じて〈主はシオンから，力の鞭を遣わす〉（詩篇 109,2）
とも述べている。しかるにこの訓導は〈あなたの鞭，あなたの杖〉であり，〈そ
れがわたしを招いた〉と，別の預言者が述べている（詩篇 22,4）。この訓導者
の力は神聖であり，招きに満ち，救いをもたらすものである。
Ⅷ．義が善であるとは限らないと考える人々に対して。
62.1）さてここで，主は，鞭や威嚇や恐れのゆえに，善き方であるとは限らな
いと主張する人々が現れる。おそらく彼らは，およそ次のように語っている聖
書に対して，聞く耳を持たないのだと思われる。〈主を畏れる者は，心におい
て主に立ち返る〉（ｼﾗ 21,6）。つまり彼らは，主がわれわれのために人となっ
たという，最大限の人間愛を忘れてしまっているのだ。2）また預言者は，極
めて固有の仕方で，主に対して次のように祈っている。〈われらのことを思い
起こしたまえ，われらは土くれなれば〉（詩篇 102,14）。これはつまり「われ
らに共感したまえ，あなたは肉の弱さを自ら試みられた」との意である。かく
して，主なる訓導者は，いとも善き方にして非の打ちどころのない方である。
主は人それぞれに対し，溢れんばかりの人間愛でもって，その本性から共感さ
れたからである。3）〈主が憎んだものは何一つなかった〉（知恵 11,24）。つま
り主は，何ものをも決して憎まず，憎んでいるものすら存在することを欲し，
それが存在しないことを望まず，存在しないことを望むものの存在要因となり，
存在するもので存在しないことを望むようなものは何一つない，ということで
ある。もし神が何かを憎むとすれば，彼はそれが存在しないことを望む。神が
その存在要因を提供しないようなものは何一つ存在しない。かくして，神によっ
て憎まれるものは何一つ存在しない。したがって，御言葉によって憎まれるも
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のも存在しない。4）両者は一なるもの，神であり，こう語られる。〈はじめ
に御言葉があり，御言葉は神のうちにあった〉（ﾖﾊﾈ 1,1）。もし神が，彼によっ
て成ったものを何一つ憎まないのであれば，それを愛することだけが残されて
いる。
63.1）実に，神は他のものに比し，はるかに優って人間を愛する。それは当
然のことで，人間とは，神によって創造されたものの中で最も美しく，神を愛
する生物だからである。神は人間愛に満ち，したがって御言葉は人間愛に満ち
ている。しかるに何かを愛する者は，それに益したいと望む。益するものは益
しないものに比し，まったくもって優れている。善に優るものは何一つない。
実に，善は益するものである。神が善き方であることは同意される。したがっ
て，神は益する方である。2）しかるに善は，善である限りにおいて，益する
ことより他には何事をも為さない。したがって神はすべてにおいて益する方で
ある。そしてもし，人間のことを気遣わないものであれば，それはまったく人
間にとって益しない。また，人間に配慮しないのであれば，気遣っているとい
うことにならない。なぜなら，その人の望みに沿って益するものは，望みに関
して益しないものに比して優れているからである。そして，人の意向に沿って
益するということは，人に配慮するということに他ならない。かくして神は，
人を気遣い人に配慮するのである。3）このことを，神は業によって人を訓導
しつつ明らかにする。その業とは御言葉であり，彼は神による人間愛の真正な
る共闘者である。
しかるに善であるということは，徳を有するという点に関して善であると言
われるのではない。それはちょうど，正義が善であると言われるのが，徳を有
しているという点においてではなく（というのも正義はそれ自体が徳なのであ
るから），善そのもののゆえに，そして善それ自体を通じて善であるのと同様
である。64.1）また別様の言い方をすれば，善は役立つものとされるが，それ
は善が興じさせるからではなく，益するからである。そして正義とはすべての
点においてそのようなものである。それは正義が徳であり，それ自体として選
択されるべきだからであって，興じさせるものだからではない。正義は好みに
応じて判断するのではなく，各々のものに対し，その価値に応じて分かち与え
られるからであり，益するものは役立つものに伴うからである。2）かくして，
それに照らして善が判断される部分すべてについて，正義もまたそう刻印され
る。つまり等しきものの両者が，同等に与かるのである。しかるに等しきもの
によって刻印されたものは，相互にまた等しく同様である。したがって正義は
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善である。
3）「では」，とある人が言う，「もし主が人間愛に満ち，善き方であるのな
らば，どうして主が怒ったり懲らしめたりするのだろうか」と。そこで，この
件に関してごく簡潔に説明する必要があろう。このような経綸は，子供たちの
直しき導きのために有益であり，必須の助けを当然必要とするからである。4）
情動の多くは懲罰によって癒され，より厳格な禁令に従う。それも実際，教え
を一つ一つ箇条にして示すことによる。たとえば難詰が，霊魂の情動にとって
言わば手術であり，情動とは真理からの離反であって，この情動は難詰という
切除によって取り除くことが必要である。65.1）一方叱責（oneidismos）は
薬物のようなものであり，情動の角質化した部分をほどき，生命の汚れ，すな
わち好色の部分を浄め，さらに虚傲の肥大部を平らにして，人間を健全で真な
る「型」へと整える。2）また訓戒は，病める霊魂の言わば療法であり，何に
与かるべきかを勧告し，何に与かるべきでないかを禁ずる。かくしてすべてが
救いと永遠の健全さを目指すものとなる。そればかりでなく指揮官は，罰金刑
や，身体そのものに及ぶ，鎖や最たる不名誉をも伴う苛みを，不正を犯した者
たちに提示する。時には，ある人々に対して死をもって懲らしめることも厭わ
ないが，これは結果として善となる場合であり，従順な者に対するいましめの
ために発動するケースである。3）ちょうどそれと同じように，われわれにとっ
てかの偉大なる指揮官，万物を統べるロゴス＝御言葉は，掟に背いて自らのも
のを失ってしまった者たちに対して，隷属・放浪・対立するものへの囚われか
ら解放し，霊魂の情動を落ち着かせるために訓戒をおこない，生き方の聖なる
和合へと平和裡に導く。
66.1）かくしてちょうど，勧告の言葉には諫止と激励の外観が伴うのと同じ
ように，賞讃の言葉には面罵と叱責の外観が相伴う。しかるにこういった外観
は，咎めのための技術である。咎めとは善意の業であり，憎しみの徴ではない。
というのも，友人も友でない者も，双方とも叱責の主体となりうるが，敵は嘲
笑し，友は善意をもって接する。2）したがって主は人に対して叱責をおこな
うとき，それは憎しみからではない。主は，その人たちをその人自身の原因ゆ
えに失うことも可能であるのに，われわれのために苦難に身を委ねさえしたの
である。というのも，主は善き訓導者であるから，巧みな技をもって，面罵を
通して咎めを隠す。ちょうど，悪口（blasphémia）を鞭のようにして，考え
の鈍さに気づかせるように，部分的にであっても彼らに勧告しようと試みてい
るわけである。3）なぜなら，彼らに対して賞讃は説得にはならず，咎め（psogos）
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が彼らを刺激する。さらに，彼らは死人のようであるので，咎めが彼らを目覚
めさせることはない。彼らに対しては，悪口が真理へと覚醒させるのである。
〈というのも鞭と躾けは，いかなる時にも知恵の業。陶器をつなぎ合わせ，
愚か者を教える〉（ｼﾗ 22,6；9）と主は言われる。それは，大地を感覚へと導き，
絶望の淵に立つ者を知解へと研ぎ澄ます。それゆえ主は，次のように明瞭に付
け加える。〈それは，深き眠りに堕ちた者を呼び覚ます業〉。その者は，他でも
なく，死の状態に似る。4）さらに主自らが，自身に関して極めて明瞭に，多
様にして益多き癒しを比ゆ的に表現しつつ，こう表明している。それは次のよ
うな箇所である。〈わたしは真なるぶどうの樹。わたしの父は農夫〉（ﾖﾊﾈ 15,1
－ 2）。その後でさらにこう付言する。〈父は，わたしのうちにありながら実を
結ばない枝をすべて取り払う。しかし実を結ぶものはすべて，より一層多くの
実を結ぶように，手入れをする〉。というのもぶどうの樹は，剪定をしなけれ
ば森のように繁ってしまうからであり，人間もまったく同様である。御言葉は，
人のうちで虚傲に陥った側枝を，刀と化して払い落とし，自然に実を結ぶよう
に，欲情が昂じないようにと手入れするのである。しかるに罪を犯した者に対
する懲戒は，目標として救いを抱いており，各人に固有の仕方に従って，御言
葉が，あるときには張り，あるときには緩めるというふうに，音楽的に調和を
図るのである。67.1）実に，モーセを通して次のように明瞭に語られている。〈勇
気を出すがよい。神が来られたのは，あなた方を試みるためであり，あなた方
が過ちを犯さないように，あなた方のうちに神に対する恐れを起こすためなの
だ〉（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20,20）。
この点ではプラトンもよく学んでおり，こう述べている。「というのも，す
べて罰を受ける者は，本当の意味で，善いことを被るのだ。なぜなら彼らは，
正しい仕方で懲らしめられることにおいて，その霊魂にはより良いことが生ず
るのだから」（『ｺﾞﾙｷﾞｱｽ』476e-477a）。2）もしプラトンによっても，矯正さ
れる者が，義しき人から善きことを被るのだとすれば，義しき人が善い人であ
るということが同意されていることになる。かくして恐れそのものが，人に
とっての善のためにも益するということが見出されていたことになる。〈主を
恐れる人の霊は生き永らえる。彼らの希望は，彼らを救う者の上にある〉（ｼﾗ
34,13）。3）しかるにこの同じ御言葉＝ロゴスは，罰を課す際に裁き手でもある。
この方についてイザヤはこう述べている。〈主は彼をわれわれの罪に渡された〉
（ｲｻﾞﾔ 53,6）。つまりこれは明らかに，糾し人・罪の矯め手として，という意
味である。68.1）それゆえ，ただこの方だけが過ちを赦すことのできる方であ
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り，万物の父によってわれわれのための訓導者として立てられた方であり，た
だ一人従順の君として不従順を裁くことのできる方なのである。一方威嚇を用
いる場合であっても，彼が何か悪事を働くことや，威嚇するその事柄を完遂す
ることを望んでいるのではないことは明らかである。ただ彼は，われわれを恐
れのうちに陥らせ，罪への傾きを挫き，彼の人間愛を示すのである。そしてさ
らには，人々が何を誤信しているのかを明らかにして，もし人々が罪びとのま
まに留まるなら，内部に巣食う蛇のように，直に噛み裂いてしまうであろうこ
とをも明確にするのである。
2）かくして，神は善き方である。そして実に，主は多くの事柄に関して業
の代わりに御言葉を用いる。主は述べる。〈わが矢は彼らを射つくすであろう。
彼らは疫病と鳥の啄ばみのために溶け去り，仰向けに倒れて癒されない。わた
しは彼らの上に，獣の歯を遣わす，地上にあって激しく噛み砕く獣の歯を。彼
らを，外側からは剣が根絶やしにし，内側からは恐れが滅ぼすであろう〉（申
命 32,23 － 25）。3）かくして，神性は，ある者にそう見えるようなかたちで
憤ることはなく，たかだか威嚇するだけであり，総じて人間性を勧告し，いか
に振舞うべきかを示す。われわれが罪を犯さないようにと恐れさせるこの技術
は善に属する。〈というのも，主に対する恐れは過ちを駆逐するが，不正なる
者は正しいとされることがない〉（ｼﾗ 1,21 － 22）と聖書は語っている。また，
神は怒りから懲らしめを加えるのではなく，正義を見据えてそう行うのであり，
それは，われわれによって正義が曲げて受け取られることのないようにとの目
的による。
69.1）われわれは各人，自らの意志で罪を犯し，罰を選び取る。「原因は選
び取る者にあり，神に原因はない」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『国家』617e4）。〈もしわれわれの
不正が神の義を明らかにするのであれば，われわれは何と言おうか。怒りを発
する神が正しくないことがあろうか。そんなことはありえない〉（ﾛｰﾏ 3,5 － 6）。
かくして主は，威嚇を込めてこう語る。〈わたしはわが剣を研ぎ，わが手は裁
きを握るだろう。わたしは敵に対して自ら正義でもって報い，憎める者に報い
を返そう。わが矢を血によって酔わせ，わが剣は，傷つける者の血で，肉を食
らうであろう〉（申命 32,41 － 42）。2）というのもここで明らかなのは，真理
に対して敵意を抱かず，御言葉を憎むこともしない者は，自らの救いをも憎ま
ず，敵意を抱くことに伴う処罰を逃れるということである。知恵が語るように，
〈主を恐れることは知恵の冠〉（ｼﾗ 1,18）である。3）こうして預言者アモスを
通じて，御言葉は自らの経綸を，次のように述べていとも明らかに告げている。
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〈神がソドムとゴモラを覆したのと同じように，わたしもあなた方を覆す。あ
なた方は火から引き抜かれた燃えさしのようになるだろう。そしてあなた方が
わたしに向かうことはないだろう，と主は言われる〉（ｱﾓｽ 4,11）。
70.1）神が，善への愛からどれほど回心を望んでいるか，そして威嚇の経綸
を通じて自らの人間愛をどのように密かに示しているかがこれによって理解さ
れよう。神は語る，〈わたしはわが顔を彼らから遠ざけ，彼らにとってそれが
何であるかを示そう〉（申命 32,20）。というのも主の御顔が向けられるところ，
そこには平和と喜びがあり，主の御顔が背けられるところ，そこには悪が忍び
込むからである。2）つまり神は悪を目にすることを望まない。神は善き方だ
からである。神が進んで見逃そうとされても，人間の側の不信仰によって悪が
生まれるのである。パウロはこう言っている。〈神の慈しみと厳しさとを考えよ。
倒れた者たちに対しては厳しさがあり，もしあなたが神の慈しみに留まる限り，
あなたには慈しみがあるのだ〉（ﾛｰﾏ 11,22）。ここで「神の慈しみ」とはすなわち，
キリストへの信仰という意味である。善，すなわち本性的に善きものには，悪
への憎しみが伴う。3）それゆえ，主が不信仰な者どもを懲らしめるというこ
とにわたしは同意したい（というのも懲らしめは，善のため，また懲らされる
者の益のためになる。矯正は抗う者に対してなされるのだから）。しかし神が
罰することを望むということには同意できない。処罰とは，罰せられる者に役
立つようにと遣わし返される返礼なのだから。われわれを侮辱する者どものた
めに祈れと教える方が（ﾙｶ 6,28），処罰することを熱望するとはとても考えら
れまい。
71.1）だから，神が善き方であるということに関しては，たとえしぶしぶで
あるにしても，すべての者が同意するであろう。一方，この同じ神が義しき方
でもあるということについては，わたしには，福音における主の声を提示する
以上の言葉は不必要であろう。主は自らが一つであると語る。〈父よ，あなた
がわたしのうちにおり，わたしもあなたのうちにあるように，すべての者が一
つになるようにして下さい。それは彼らもまた，われわれのうちにあって一つ
になるためです。そしてまた，あなたがわたしを遣わしたということを，世が
信じるようになるためです。あなたがわたしに与えて下さった栄光を，わたし
も彼らに与えました。わたしたちが一つであるように，彼らも一つになるため
です。わたしが彼らのうちにおり，あなたがわたしのうちにいて，彼らが一つ
へと完成されるためです〉（ﾖﾊﾈ 17,21 － 23）。神は一であり，一をも超えたも
のであり，かの「一性」（ﾌｨﾛﾝ『律法の寓意的解釈』2.3）をも超えた存在である。
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2）それゆえ「あなた」という部分もまた，指示的な強調を有しており，真に
一なる存在，かつて在りいま在り将来も在る存在，神，その 3 つの時間を通し
て一なる名が与えられている方，〈在る方〉（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）を示しているの
である。この同一なる方，神が義しき方でもあるということに関しては，主が
この同じ『ヨハネ福音書』の中で次のように述べて証言している。〈父よ，あ
なたがわたしに与えて下さった者たちに関して，わたしがいるところに彼らも
またわたしとともにいることをわたしは望みます。それは彼らが，あなたがわ
たしに与えて下さったわたしの栄光を見て，あなたが世界の生成以前からわた
しを愛されていたということを知るようになるためです。義しき父よ，世はあ
なたを知りませんでしたが，わたしはあなたを知り，彼らもまた，あなたがわ
たしを遣わしたということを知りました。わたしは彼らにあなたの名を知らせ
ましたし，また知らせましょう〉（ﾖﾊﾈ 17,24 － 26）。3）この方は〈憎む者に
対しては，父親の罪を子に帰せ，愛する者に対しては憐れみを懸ける〉（出ｴｼﾞ
ﾌﾟﾄ 20,5 － 6）方である。というのも彼は，右側にいる者たちを立てながら（ﾏ
ﾀｲ 25,33；19,17），左側にいる者たちに関しては，その方だけが善き方と呼ば
れ得，また実際にそうである父の考えのままに，父の内にいる神の御言葉のま
まに，互いに対する愛の態度に照らして義しいと呼ばれる。それは，力という
公正さに照らして計り取られた名である。神はこう語る。〈神は人を，その業
に照らして裁く〉（ｼﾗ 16,12）。正義の善きくびきである神は，自らの御顔であ
るイエスを，言わばバランスの取れた計りによるかのように知らせ，われわれ
は彼を通して神をも知ったのである。
72.1）この点に関して知恵もまた，明確にこう述べている。〈憐れみと怒りは，
ともに主のものである〉。なぜならこの両者に対して，主はただ一人だけだか
らである。〈購う力，怒りを浴びせる力を主は有する。その憐れみが深いように，
咎めもまた厳しい〉（ｼﾗ 16,11 － 12）。なぜなら憐れみと咎めの目的は，咎め
られる者の救いだからである。2）実に，〈神であり，われらの主であるイエ
スの父である方〉（2 ｺﾘﾝﾄ 1,3）は善き方であり，かの同じ御言葉が再びこう同
意している。〈この方は，恵みを知らぬ者，悪辣な者に対して憐れみ深い〉（ﾙｶ
6,35 － 36）。さらにこう述べている。〈あなた方は憐れみ深くあれ，あなた方
の父が憐れみ深くあるように〉。だがそればかりでなく，時には次のように明
白に語る。〈天におられるわたしの父の他に，善き方はいない〉（ﾏﾀｲ 19,17）。
さらにこう語られる。〈わたしの父は，自らの太陽をすべての者の上に輝かせ
る〉（ﾏﾀｲ 5,45）。
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3）ここで注意せねばならないのは，主は自らの父が善き方でありまた創造
主であることに同意しているだけでなく，創造主が義しき方であるということ
に反論していないということである。再び彼は言う。〈わたしの父は，正しき
者にも不正な者にも雨を降らせる〉（ﾏﾀｲ 5,45）。雨を降らせるというのは，父
なる神が水と雲との創造主であるということであり，すべての者の上にという
のは，公正かつ公平に計っているということで，善き方として，正しき者にも
不正なる者にも等しくと語られるのである。73.1）かくしてわれわれは，神が
一にして同一の方であるということを，たとえば次のような箇所からいとも
明らかに推論しうる。〈われわれは天を見る。あなたの指の業を〉（詩篇 8,4），
また〈天を創った方は，天に住まわれる〉（ﾕﾃﾞｨﾄ 13,18；詩篇 2,4），そして〈天
はあなたの玉座〉（詩篇 10,4）と聖霊が爪弾いている。一方主は祈りの中で次
のように述べる。〈天におられるわれらの父よ〉（ﾏﾀｲ 6,9）。天とは宇宙を創造
した方のものである。であるから主が創造主の子であるということも決して反
駁しえないであろう。しかるに創造者がすべての者に対して公正であり，主が
創造主の子であるということが同意されるならば，主とは義しき方の子なので
ある。
2）それゆえ，パウロもこう述べている。〈いまや，律法なくして神の義が
明らかにされた〉（ﾛｰﾏ 3,21 － 22）。さらにはまた，神が義しき方であるとい
うことが一層理解されるよう，こう述べている。〈神の義は，イエス・キリス
トへの信仰によって信じる者すべてに明らかにされた。そこには分け隔てはな
い〉。その少し後では真理に沿って証言しつつこう付け加えている。〈神の忍耐
のうちに，自らが義しき方であり，イエスを信じる者を義とするために〉（ﾛｰ
ﾏ 3,26）。3）しかるに義とは善であるということを見抜いていたと思われるの
が，次のように語る箇所である。〈こうして，律法は聖であり，掟は聖にして
義，そして善である〉（ﾛｰﾏ 7,12）。そしてこれら二つの名を同一の意味に置い
ているのである。74.1）だがそればかりではなく，〈父の他には，善き方は一
人もいない〉（ﾏﾀｲ 19,17）。かくして，主の同じ父，唯一在る方が，幾多の力
を通して告げ知らされる。そしてこれこそ，〈父を知る者は誰一人存在しない〉
（ﾏﾀｲ 11,27）ということであり，子が到来する以前は，彼がすべてであったの
である。こうして真理に照らして，万物の神が唯一無二の方であり，善にして
義，創造主にして父における子であるということが明らかとなろう。この方に
栄光が世々とこしえにあらんことを。アーメン。
2）だが，十分に配慮しつつ咎めだてするというのも救いの論理と無縁では
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ない。実に，この方法も神の人間愛に属する療法であって，この療法により，
羞恥の赤面が開花し，罪を犯すことに対する恥ずかしさが忍び寄るのである。
というのももし叱責が不可避であり，咎めが必要なのであれば，堕ちた霊魂を
傷つけるべき時なのである。だがそれは致命的な仕方でではなく，救いを目的
としてであり，少しばかりの苦痛と引き換えに，永遠の死を免れるためである。
3）彼の訓導における知恵は多大であり，彼の経綸のあり方は，救いに向けて
多様である。なぜなら訓導者は善き者たちに沿って証言を行い，招かれる者た
ちをより善き状態に向けて呼び，悪事をなそうとはやる者どもをその衝動から
逸らし，より善き生に向けて置き直されるよう命じるからである。4）主以外
の者が証言に加勢したところで，それは証言されていないのと変わらないので
あり，証言による恩恵こそ最大だからである。そればかりでなく，もし彼によ
る訓戒を怒りと呼ぶことが不可避なのであれば，その怒りの感情は，人間のた
めに感情の域にまで降る神による人間愛に満ちたものである。この神の御言葉
が，人間のために人となられたのである。
Ⅸ． 善行をなすことと懲らしめを与えることとは同一の力に属し，
そのうちに，御言葉の訓育の何たるかが示されること。
75.1）さて，人間性の訓導者，われらの神的なるロゴスは，全力をふるい，
あらゆる智慧の工夫を用いて子供たちを救おうと試みる。それはすなわち，1.訓
戒 nouthetésis（76.1-）2. 処罰 epitimésis（77.1-）3. 非難 mempsis（77.3-） 4. 懲
戒 epipléxis（78.1-）5. 難 詰 elenchos（78.2-）6. 諫 言 phrenósis（79.1-）7. 弾
劾 episkopé（79.2-）8. 面 罵 loidoria（80.1）9. 説 示 enklésis（80.2）10. 勧 告 
mempsimoiria（80.3）11. 冷笑 diasyrsis（81.1）12. 憤激 katanemesésis（81.2）
である。それはあたかも，「幾つもの馬銜を用いて」，人間性の非理性的な衝動
を「制御する」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『法律』7.808 e1）かのようである。2）かくして簡潔
に言うならば，われわれが自らの子供たちに接するのと同様に，神がわれわれ
に対する。すなわち〈あなたには子供があるか？　彼らを教育せよ〉（ｼﾗ 7,23
－ 24）と知恵は教える。〈そして彼らを若き頃から矯めよ。あなたには娘があ
るか？　彼女たちの体に心を配れ。彼女たちに，よい顔ばかりしていてはなら
ない〉。さらに，われわれは，息子であろうと娘であろうと，子供たちを大い
に，そして何事にもまさって愛そうではないか。3）ある人々は，親しく付き
合うだけでその人を悩まさなければ，わずかしか愛さないことになる。一方あ
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る人々は，当座は苦痛であっても，その人の益を考えて叱責してやれば，のち
のち善行を返してくれる。主も当座の快楽をではなく，将来の実りを考えた。
だから，預言者の証言をもとに，主による人間愛に満ちた訓導の方法に従って
歩もうではないか。
76.1）まず，1. 訓戒 nouthetésis とは，配慮ある叱責，理性を形成するもの
である。訓導者が訓戒する者であるという点については，福音書にも次のよう
に語られている。〈わたしは幾度，あなたの子供たちを集めようと願ったことか。
ちょうど鳥が雛を翼のもとに集めようとするように。だがあなた方はそれを望
まなかった〉（ﾏﾀｲ 23,37）。また，聖書も次のように述べて訓戒している。〈彼
らは木や石と姦通し，バァルに生贄を捧げている〉（ｴﾚﾐﾔ 3,9；7,9）。2）主の
人間愛をめぐる最大の証しは，逃げ反抗する民の羞恥心のなさを主がはっきり
と知っていながら，それでも民に回心を呼びかけ，エゼキエルを通じて次のよ
うに語っている点である。〈人の子よ，あなたは蠍のなかに住まっている。だ
が彼らが聞くのであれば，あなたは彼らに語らねばならない〉（ｴｾﾞｷｴﾙ 2,6 －
7）。3）だがそればかりではなく，主はモーセにこう述べている。〈行きなさい。
そしてファラオに告げなさい，彼が民を送り出すように。しかし，わたしは知っ
ている。ファラオが彼らを行かせることは決してないだろうということを〉（出
ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,18-19）。というのもここでは二つのことが強調されている。まず神
性は，起こるであろうことを予見している。一方その人間愛は，霊魂の自律性
に対して回心の端緒を与えるのである。4）しかるに主は，イザヤを通じても
民を気遣い，次のように述べて叱責している。〈この民は，唇ではわたしを尊
ぶが，その心はわたしから遠く離れている〉（ｲｻﾞﾔ 29,13）。すなわちこれは難
詰の叱責である。〈彼らは，人間の教えの掟を教えつつ，むなしくわたしを尊
んでいる〉。すなわちここでは，配慮が罪を明らかにし，逆に救いを示すとい
う形を採っている。
77.1）2. 戒告 epitimésis とは，羞恥に訴えて美しさへと和解させる叱責で
ある。これはエレミヤを通じて示されている。〈彼らは，情欲に狂った馬ども
のようになり，各々自分の隣人の妻を想っていななく。わたしは彼らには決し
て目を注がない，と主は言われる。果たしてわたしの霊魂が，この民のなかで
戒告しないことがあろうか？〉（ｴﾚﾐﾔ 5,8 － 9）。主はいたるところで恐怖を織
り込む。〈主への恐れは感覚の始まり〉（箴言 1,7）。2）あるいはまた，ホセア
を通じてこうも語られている。〈わたしが彼らに目を注ぐだろうか？　彼らは
稚児と交わり，奉献された者どもとともに生贄を捧げ，これを知る民も遊女と
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交わっているからだ〉（ﾎｾｱ 4,14）。主は，彼らが自ら進んで過ちを犯している
ことを，彼ら自身が知っているということに同意して，彼らの罪をより明白に
示しているのである。理解とは，霊魂の視覚だからである。それゆえイスラエ
ルは神を見るもの，すなわち神を知るものである。
3）次に 3. 非難 mempsis とは，軽蔑したり，侮ったりすることによる叱責
である。主はこの種のやり方を，たとえばイザヤを通じて次のように用いてい
る。〈天よ聞け，地よ耳を傾けよ。主が語られる。わたしは息子たちを生み，
高めた。しかし彼らは望まなかった。牛は創り主を知り，ロバは主の飼い葉お
けを知っている。しかしイスラエルはわたしを知らない〉（ｲｻﾞﾔ 1,2 － 3）。4）
もし神を見る者が主を知らず，むしろ牛やロバなど，鈍く愚かな動物たちが育
み手を知っているのに，それらよりもイスラエルがさらに御言葉に与かってい
ないとすれば，何と怖ろしいことであろうか。さらに主はエレミヤを通じて民
を大いに非難しつつこう付け加える。〈彼らはさらに，わたしをなおざりにした，
と主は言われる〉（ｴﾚﾐﾔ 1,16 － 17）。
78.1）次に 4. 懲戒 epipléxis とは，咎めの批判もしくは衝撃を伴う叱責であ
る。訓導者は，この治療法をもイザヤを通じて用い，次のように語っている。
〈災いあれ，抗いの子らよ。主はこう言われる。あなたがたは謀をするが，わ
たしのためにではなく，取り決めをするがわたしの霊のためにではない〉（ｲｻﾞ
ﾔ 30,1）。主は各々の場合に応じ，恐れを伴う極めて厳しい辛辣さを用い，口
を開くとともに，その恐れを通じて民を救いに向ける。ちょうど羊毛が染めら
れる際に，染料をしっかりと受け取るため，まず乾かして置いた方が良いのと
同様である。
2）次いで 5. 難詰 elenchos とは，過ちを公然と公衆の前に持ち出すことで
ある。この方法は，訓導の際の不可避なやり方として，多くの者どもの信仰の
軽薄さのゆえに用いられる。主はイザヤを通じてこう言われる。〈あなた方は
主をなおざりにし，イスラエルの聖なる者を怒らせた〉（ｲｻﾞﾔ 1,4）。エレミヤ
を通じてもこう語る。〈天はこれに対して出で来たり，地は大いに震撼する。
この民は複数の，そして多くの悪を行ったからだ。彼らは，生ける水の泉であ
るわたしをなおざりにし，壊れた井戸を掘った，水を溜めておくことのできな
い井戸を〉（ｴﾚﾐﾔ 2,12 － 13）。3）さらには同じエレミヤを通じてこうも語ら
れる。〈エルサレムは罪を犯した。それゆえエルサレムは激動する。彼女を褒
め称える者どもは彼女を辱める。彼女の不品行を目にしたからだ〉（哀歌 1,8）。
4）一方この難詰の厳しさ・咎めのあり方に関しては，ソロモンを通して勧告
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的に語られる。それは沈黙をもって，訓導の慈愛性をほのめかすやり方であ
る。〈わが子よ，主の訓導を疎かにすることなかれ。主に難詰されたからとて
失意に沈むな。主は自らが愛する者を教育し，自らが受け入れる子をすべて鞭
打つからである〉（箴言 3,11 － 12）。なぜなら〈過てる人間は叱責を拒む〉（ｼ
ﾗ 32,17）からである。したがって聖書はこう述べている。〈義しき者はわれを
難詰せよ，そしてわたしを教育せよ。ただし罪人の油はわたしの頭を輝かせる
ことなかれ〉（詩篇 140,5）。
79.1）次に 6. 諫言 phrenósis とは，善きこころを生み出すための叱責である。
これも訓導のあり方から逸脱するわけではなく，主はエレミヤを通じてこう述
べている。〈いったいいつまで，わたしは叫び，彼らは耳を傾けようとしない
のか。見よ，彼らの耳は割礼を施されていない〉（ｴﾚﾐﾔ 6,10；ﾊﾊﾞｸｸ 1,2）。おお，
幸いなる寛容よ！　さらに続いて，同じエレミヤを通じてこう語られる。〈異
邦人はすべて割礼を受けていない。だがこの民は，心に割礼を受けていない〉（ｴ
ﾚﾐﾔ 9,26）。主は語る。〈民は聞く耳を持たず，息子たちには信仰がない〉（ｲｻﾞ
ﾔ 30,9）。
2）次いで 7. 弾劾 episcope とは，激しい懲戒である。福音においてこの方
法が用いられている。〈エルサレムよ，エルサレムよ。預言者たちを殺害し，
自らの許に遣わされた者たちに石を投げつけた者よ〉（ﾏﾀｲ 23,37 － 39）。名前
の繰り返しが，懲戒の強さを表している。神を知れる者が，どうして神の僕た
ちを迫害することがあろうか。3）それゆえ主はこう語る。〈あなた方の住ま
いは，人の住むこともないまま放置される。わたしはあなた方に言おう。あな
た方は，《主の名によって来たる者は祝される》と言うその日まで，決してわ
たしを見ることがない〉。なぜなら，もしあなた方が人間愛を受け入れないの
であれば，彼の権能を知るであろうから。
80.1）次に 8. 面罵 loidoria とは，激烈なる叱責である。主はイザヤをスケー
プゴートに定め，彼を通じて次のように面罵を用いている。〈呪われよ，罪深
き民族，不法の子ら，罪に満ちた民，悪しき種よ〉（ｲｻﾞﾔ 1,4）。また洗礼者ヨ
ハネを通じて福音でも次のように語る。〈毒蛇よ，マムシの子らよ〉（ﾏﾀｲ 3,7；
23,33）。
2）一方 9. 説示 enklésis とは，不正を行う者どもに対する叱責である。こ
の訓育の方法は，ダビデを通じて用いられている。〈わたしの知らぬ民はわた
しに隷従し，聴覚を通じてわたしに聴き従う。敵の民はわたしに対して偽り，
傷ついてその族から去る〉（詩篇 17,44 － 46）。エレミヤを通じてもこう語ら
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れる。〈わたしは彼女に離縁の書を与えた。不実なユダはそれでも恐れなかっ
た〉（ｴﾚﾐﾔ 3,8）。さらにはこう述べられる。〈イスラエルの家はわたしに抗い，
ユダの家はわたしに偽りを働いた〉（ｴﾚﾐﾔ 5,11 － 12）。
3）また 10. 勧告 mempsimoiria は密かな叱責であり，技巧的な援助を用い，
暗示的に救いへと向けられたものである。この方法もエレミヤが用いている。
〈何ゆえ，この町はひとりで座しているのか，かつては民に満ち溢れていたのに。
やもめの如くになってしまったのか。かつては国々のおさであった彼女が，奴
隷と化してしまったのか。彼女は夜もすがら泣き叫んでいる〉（哀歌 1,1 － 2）。
81.1）一方，11. 冷笑 diasyrsis とは蔑みを伴う叱責である。神の訓導者は
エレミヤを通じてこの助けを用い，こう語っている。〈お前には遊女の相が出
ている。お前は何事につけても恥じようとはしない。お前はわたしのことを，
「家」「父」そして「わたしの処女性の守り手」と呼ばなかっただろうか〉（ｴﾚﾐ
ﾔ 3,3 － 4）。さらにはこうも語っている。〈呪文を唱える美しく艶やかな遊女〉（ﾅ
ﾎﾑ 3,4）。ここでは「遊女」という名を用いて，処女を技巧的に蔑み，尊厳に
向けて再度勧告し招いているのせある。
2）また 12. 憤激 katanemesésis とは，適合性から逸れた者に対する合法的
な批判である。主はモーセを通じ，この方法で訓導している。モーセは語る。
〈忌々しき子らよ，頑なで曲がった世代よ。お前たちは主に対してこのような
返報をするのか？　この民は愚かで知恵に欠ける。あなたを創ったのはかの御
父その方ではないのか〉（申命 32,5 － 6）。またイザヤを通じてこうも述べら
れる。〈あなたの治め主たちは従わず，盗人らと共謀し，収賄を好み，返礼を
追い求め，孤児たちのために裁きを行わない〉（ｲｻﾞﾔ 1,23）。
3）総じて，彼による恐れを用いての方便こそ，救いの泉である。救いの業
は善に他ならない。〈主の憐れみはすべての肉に及ぶ。難詰し，教育し，教え諭し，
群れを導く牧者のように立ち返らせる。教育を受け容れる者，自らとの親しき
交わりに尽力する者を憐れむ〉（ｼﾗ 18,13 － 14）。さらに次のような方策をも
用いる。〈主は，頑なな心を持つ恥知らずな 60 万人の兵士たちを，鞭打ったり，
憐れんだり，打ち叩いたり，癒したりしながら，憐れみと教導のうちに守った〉
（ｼﾗ 16,10）。〈なぜなら，主の憐れみと同様，その難詰もまた大きいのだから〉（ｼ
ﾗ 16,12）。過ちを犯さないのは美しいが，過てる者が回心するのは善いことで
ある。ちょうど，常に健康であることは最上であるが，病から回復するのも美
しいのと同様である。82.1）このやり方でもって，ソロモンによってこう命じ
られている。〈あなたは杖で息子をぶちなさい。そして彼の霊魂を死から救い
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なさい〉（箴言 23,14）。あるいはこうも語られる。〈子供を教育することを止
めるな。杖で正せ。彼が死ぬことはない〉（箴言 23,13）。
2）というのも難詰と懲戒は，その名がほのめかしているように，それ自体
が霊魂への打撃なのであり，過ちを戒め，死を遠ざけて，無節度に陥った者た
ちを節制へと導くものである。3）この点ではプラトンも一致しており，彼は
難詰が矯正のための最大の力となり，また最も強力な浄めであることを知っ
ていた。ここからプラトンは御言葉に従い，浄めから最も遠い者が，矯正を
受けないことにより教育なくまた恥ずべき状況にあることを考えて，最も浄
らかにして美しい人こそ，真に幸福たりうるのだと勧告した（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ｿﾌｨｽﾄ』
230d7）。4）というのももし，〈支配者たちが，善き業をなす者には恐ろしき
存在ではない〉（ﾛｰﾏ 13,3 － 4）とすれば，本性的に善き方である神が，過ち
を犯していない者にとってどうして恐怖でありえようか。使徒が語っていると
おり，〈もし悪を行ったのなら，恐れよ〉。83.1）それゆえかの使徒自身，こと
ある毎に，主の像に照らして教会を叱責し，自らの弁舌と，聴く者たちの非力
とを考え合わせて，ガラテヤの教会の人々にこう述べている。〈わたしは真理
を伝えることで，あなた方にとって敵となったのであろうか〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 4,16）。2）
ちょうど，強壮な者は健康である限りは医者を必要としないのに対し，病める
者が施術を必要とするのと同じように，われわれもまた，人生の間に，恥ずべ
き欲情，非難されるべき無抑制，その他情動の炎のために病み，救い主を必要
としているのである。もっとも救い主は優しい薬ばかりでなく，厳しい薬をも
処方する。恐怖の苦い根は，罪の牧場に立つのである。それゆえ恐怖は，たと
え苦いとしても，救いをもたらすものなのである。
3）かくしてわれわれは当然，病める際には救い主を，迷える際には導き手
を，見えないときには照らし手を必要とする。そして渇くときには，そこに与
かればもう渇くことのないような生ける泉を必要とする（ﾖﾊﾈ 4,14）。また死
者は生命を，群れは牧者を，子供は訓導者を要求する。だがそればかりでなく，
すべて人間性はイエスを必要とする。それはわれわれが，導き手を失って罪に
陥り，ついには断罪され，あるいは干草の山に向けて裁かれ，先祖伝来の脱穀
場に積み上げられることがないようにするためである（ﾏﾀｲ 3,12）。なぜなら
〈箕は主の手のうちにある〉からであり，この箕でもって，火にくべられるべ
き籾殻が，火のうちに弁別されるからである。84.1）だがもし望むなら，あな
た方はいとも聖なる牧者にして訓導者，全能にして父からの御言葉から，われ
われにとって至高なる智慧を学び尽くすことができるのだ。それゆえ主は，比
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喩的に自らを群れの牧者と言う。彼は子供たちにとっての訓導者である。2）
そこで主は，エゼキエルを通じて年長者たちに宛て，彼らに向けて，祝福の
考えを表す救いの言葉を提示する。〈わたしは傷ついた者を縛り，困っている
者を癒し，迷える者を立ち返らせ，彼らをわたしの聖なる山に牧する〉（ｴｾﾞｷｴ
ﾙ 34,16；14）。これこそ善き牧者の告知である。われわれ子供たちを，群れと
して牧したまえ。3）そうです，主よ，あなたの牧場を，正義を満たしたまえ。
そうです，訓導者よ，われわれを，あなたの聖なる山，教会（ekklésia）へと
牧したまえ。高く挙げられ，雲を越え，天にも届く教会へと。主は語られる，〈わ
たしは彼らの牧者となり，彼らに近くあろう〉（ｴｾﾞｷｴﾙ 34.23），彼らの肌を覆
う外衣のように。主はわたしの肉を救うことを望み，不滅性の外衣をまとわせ
てわたしの肌に塗油をされたのだ（kechriken）。4）主は語る。〈彼らはわた
しを呼び求め，わたしは応える。《見よ，わたしはここにいる》〉（ｲｻﾞﾔ 58,9）。
主よ，あなたは速やかに聞き届け，ないしは予見される。〈主は言われる，彼
らが歩んでも，彼らは滑らない〉（ｲｻﾞﾔ 43,2）。なぜならわれわれは，不死性
に向けて歩んでいるのだから，腐敗に陥ることはない。主がわれわれを支えて
くださるのだから。主が自らそう語り，そう望んでおられるのだから。
85.1）われわれの訓導者はこのような方であり，いとも善き方なのである。
主は言われる。〈わたしは仕えられることではなく，仕えることを望む〉（ﾏﾀｲ
20,28）。それゆえ，福音には疲れた姿の主が登場するのである。主はわれわれ
のために疲弊し，〈自らの霊魂を多くの者のための代価として差し出す〉（ﾏﾀｲ
20,28）ことを約束する方である。2）と言うのも主は，このような者だけが「善
き牧者」であることに同意しておられるからである。この方はわれわれのため
に，最大のもの，すなわち自らの霊魂まで与えることを惜しまない，大いなる
賜物を賜る方である。そして大いなる益をもたらす人間愛に満ちた方である。
なぜなら彼は，人間の主であることが可能であるにもかかわらず，人の兄弟で
あることを望んだからである。この方はさらに，われわれのために死ぬほどに
まで善き方である。3）それゆえ，正義も彼のためにこう叫ぶ。〈もしあなた
方がわたしに対して直くあるならば，わたしもまた，あなた方に対して直くあ
ろう。もしあなた方が曲がって歩むならば，わたしもまた，曲がっていよう，
と力ある主は言われる〉（ﾚﾋﾞ 26,21；23；27）。罪人たちに対する懲戒が，曲
がった道になぞらえられているわけである。4）というのも主の善性は，本性
的にも直きものであり，それはイエスの I に象徴され，従順のうちに彼に信を
置く者にとっては動かず傾かないものだからである。というのも〈主は言われ
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る，わたしが呼んでも，あなた方は従わなかった。むしろわたしの意向を無意
味なものとし，わたしの難詰にも心を向けなかった〉（箴言 1,24 － 25）。この
ように，主の難詰はきわめて益多きものなのである。
86.1）これらの事柄に関して，主はダビデを通じてもこう語っている。〈曲がっ
て苦くなってしまった時代よ，この時代は，自らの心を正すことを知らず，神
と共にその霊魂を信あるものとしなかった。彼らは神の掟を守ることをせず，
神の法のうちに歩むことを望まなかった〉（詩篇 77,8；10）。これらの原因は
いとも苦きものであり，それらを通して裁き手は，善き生を選ぶことを求めな
い者どもに正義をもたらすため，やって来る。2）それゆえ彼らにとっては，
もし主が，死へと向かう衝動から引き離してくれるとすれば，それはより激し
いかたちでもたらされる試練となる。かくして主はダビデを通じ，この脅迫の
理由を非常に明白に語っている。〈彼らは神による驚異に信を置かなかったた
め，神は彼らを殺害した。そこで彼らは神を求め，立ち返って，神に向かって
朝まだきに目覚め，神が彼らの助け主であり，神こそ彼らにとって至高の贖い
主であるということを想い起こした〉（詩篇 77,32；34 － 35）。3）こうして彼
らが，恐れを通して立ち返るのを神は目にされる。彼らはそれまで，神の人間
愛を軽んじていたのである。こうして主は，善として常に憐れみに満ちている
が蔑ろにされ，人がその義の人間愛を，恐れをもって想い起こすとき，癒され
るのである。
87.1）さて，恐れの種類には 2 つがある。まずその一つは，羞恥をともなっ
て生じるものであり，これは市民たちが，良き指導者に対して，あるいはわれ
われが神に対して抱くものである。それはちょうど，賢い子供たちが父親に抱
くような様である。主は言われる。〈頑なな馬が馴らされないでいると駆け出
し，息子は安逸なままに置かれると，放埓に走る〉（ｼﾗ 30,8）。しかるにもう
一つの恐れの種類は，憎しみをともなって生じるものである。これは奴隷が厳
格な主人たちに対して抱き，またヘブライ人たちが，神を父ではなく主人と見
なした際に抱いたものである。2）だが，わたしが思うに，自発的また選択意
志によるものと，必要に迫られて行うものとでは，その敬虔さにおいて大いに
異なる。主は言われる。〈神は憐れみ深い方である。神は民の過ちを癒し破滅
に委ねない。自らの憤激を何度も収め，怒りを燃やし尽くすことがない〉（詩
篇 77,38）。処罰の際の訓導者による義と，憐れみに関しての神の善がどれほ
どよく表されているか，わかるだろう。3）それゆえダビデ，すなわち彼を通
しての聖霊が，同じ神に関してこの二点をともに取り上げ，こう奏でている。〈正
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義と裁きとは，あなたの座に自ずからなるもの。憐れみと真理とは，あなたの
御顔の前を進む〉（詩篇 88,15）。彼は，裁くことと親切を示すこと，これらが
同一の力に属すことを認めているのである。というのもこれら二つが相まって，
義なる方の御威と決断とが，抗う勢力を裁くからである。
88.1）こうして，同じ方が義でありかつ善である。それは真なる神にして，
存在そのものにして万物，万物が彼である。なぜなら彼こそが神そのものにし
て，唯一の神だからである。というのも鏡が，醜悪な者にとって悪であるわけ
ではない。なぜなら彼のありのままを示すに過ぎないのだから。医者が病める
人に，高熱があると告げたところで，その病人にとって悪であるわけではない
（なぜなら高熱の原因は医者ではなく，高熱に関する難詰なのだから）。ちょう
どそれと同じように，難詰を加える人物が，霊魂を疲弊した者に憤っているわ
けではない。というのも彼は過ちを植えつけているわけではなく，ただ，同様
のあり方を今後避けられるようにと，取り付いている過ちを指摘しているに過
ぎないからである。2）かくして，神は自身として善き方である。神はわれら
のためにすでに義なる方であり，それはすなわち神が善き方だということを意
味する。しかるに義は，われわれには御言葉を通じて示された。この御言葉と
は，そこで父が成った，天上界における神の属性である。神が創り主となる以
前に，神は善き方であり，それゆえに彼は創造主であり父であることを望んだ。
そしてこの愛のあり方が義の発端となり，この方が自らの太陽を照らし，自ら
の子を遣わしたのである。この方がまず初めに，天より善き正義を告げ知らせ
た。彼は言う，〈父以外には，子を知る者はなく，子以外に父を知る者はいない〉
（ﾏﾀｲ 11,27；ﾙｶ 10,22）。3）このような相互均衡の知こそ，古の等しき正義を
めぐる象徴である。だがその後，人間の許に，正義が降臨した。書面において
も肉においても，すなわち言葉においても律法においてもである。これは人間
性を回心に導き，救いに至らしめるためである。人間性は善きものだったから
である。だがあなたは神に聴き従わなかった。裁き手を招きながら，あなた自
らを責められる者としたのである。
Ⅹ． 同一の神が同一のロゴスを通し，諭して罪を遠ざけ，勧告して
人間性を救うこと。
89.1）さて，人間性を矯正することをめぐる経綸が，善きものでありまた救い
に向かうものであり，必然的に御言葉によって引き受けられることで，回心と
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過ちの阻止のために良く計らわれたものだということを示し終えられたとすれ
ば，次に考察すべきは，御言葉の優しさに関してであろう。というのも，この
方が義しき方であるということはすでに示されたが，彼は救いへと勧告する自
らの考えを提示し，その考えによって，美と益とを父の意向に従ってわれわれ
に知らしめることを望んでいるからである。2）このことについて少しく考え
てみよう。まず，美は称讃に属すが，益は忠告の範疇に入る。というのも，忠
告のあり方としては，勧告および諫止がありうるが，称讃のあり方としては，
讃美と批判になるからである。なぜなら忠告の考えというものは，勧告的ない
し諫止的なものになるからである。3）ちょうどそれと同じように，称讃もま
た，時に批判的なかたちを取ったり，時に讃美となったりするのである。とり
わけ，義なる方である訓導者が関わる事柄は，われわれの益を狙うからである。
だがそればかりでなく，批判および諫止の種類というものは，われわれにすで
に示された。それゆえここでは，勧告および讃美のあり方を手がけるべきであ
ろう。こうしてちょうど，くびきの両側に見るように，われわれは義なる方の
秤を，どちら側にも等しくできることであろう。
90.1）まず，有益な事柄にむけての勧告は，訓導者がソロモンを通じて次の
ように用いている。〈人々よ，わたしはあなた方人の子らに対して願い，わが
声を挙げる。わたしの声を聴くがよい。わたしは崇高なことを語ろう〉（箴言
8,4；6）以下である。彼はここで救いの道を勧告し，この勧告は選択と回避を
求めるものである。これはちょうど，主がダビデを通じて語っているのと同様
である。〈不敬な者どもの謀のうちに歩まず，罪人らの道に立たず，疫病とも
いえる者どもの座に座らず，むしろその思いが主の法のうちにある者は幸いで
ある〉（詩篇 1,1 － 2）。2）しかるに提言には 3 種類がある。まず過ぎ去った
時期から範例を取るもの。たとえばヘブライ人たちが，黄金の小牛に対して偶
像崇拝に陥っていたような場合や，姦淫を行っていたような場合に例を取る場
合である。次に，現在の時期から考え出されるもの。たとえば感覚的に捉えら
れる場合がそれであり，〈あなたがキリストなのですか，それともわれわれは
別の人を待つべきでしょうか〉（ﾏﾀｲ 11,3 － 6）と主を求める者たちに対して
語られた言葉，〈あなた方は戻って，ヨハネに答えるがよい。盲人は目が見え
るようになり，耳の聞こえぬ者は聞こえるようになり，皮膚病に罹った者は
浄められ，死者は立ち上がる。わたしに躓かぬ者は幸いである〉がそれにあた
る。実に，ダビデが予言して言った次のような言葉もこれに当たる。〈われわ
れは聞いたとおりに見た〉（詩篇 47,9）。91.1）そして忠告の第 3 のタイプは，
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将来の事柄を通じて語られるもので，生じうる事柄を守るように命じるもので
ある。ちょうど次のような場合がそうである。罪に陥った者どもは〈外の闇
のうちに投げ捨てられるであろう。そこには嘆きと歯噛みがある〉（ﾏﾀｲ 8,12；
22,13；25,30）など。ここからも明らかなように，主はあらゆる癒しの方法を
通じて，人間性を救いに招くことに吝かではないのである。
2）一方，激励によって過ちの気晴らしを図るという方法も用いられる。こ
れは欲情を軽減させ，同時に救いへの希望を注入する仕方である。主はエゼキ
エルを通じてこう語る。〈もしあなたがたが心の底から立ち返り，こう言うと
しよう。「父よ，わたしはあなたの声を，聖なる民の声を聴くように聴きます」〉
（申命 30,2）。さらにはこうも述べられる。〈さあ，すべて疲れた者たち，重荷
を負える者たちはわたしの許に来なさい。休ませてあげよう〉（ﾏﾀｲ 11,28）な
どである。これは主が自らの言葉として語ったものである。3）また主はソロ
モンを通じて，善性に向けていとも明確にこう語っている。〈知恵を見出す人
間は幸い。叡智を見出す人は人間性をまっとうする〉（箴言 3,13）。なぜなら
善は，捜し求める者によって見出され，見つけた者によって見られることを愛
するからである。実に主は，エレミヤを通じて叡智を明らかにしており，こう
述べている。〈イスラエルよ，われわれは幸いである。なぜなら最も神に喜ば
れる事柄が，われわれには知られているからである〉（ﾊﾞﾙｸ 4,4）。御言葉を通
して知られ，その御言葉のゆえに幸いであり智に溢れるのである。すなわち
叡智とは，次のように語るこの同じ預言者によって，覚知とされている。〈聴
け，イスラエルよ。生命の掟を。叡智を知ることに心傾けよ〉（ﾊﾞﾙｸ 3,9）。4）
さらにモーセを通じて，救いに向けて尽力する者たちに対する人間愛をめぐ
り，賜物が約束されている。モーセはこう語る。〈わたしはあなた方を善き土
地に導こう。その地とは，主があなた方の祖先に誓われた土地である〉（申命
31,20）。加えて〈わたしはあなた方を聖なる山に導き，あなた方を祝福しよう〉
（ｲｻﾞﾔ 56,7）とイザヤを通じて主は語っている。
92.1）さて神による訓育にはいま一つ別の種類もある。それは「至福」であ
る。神はダビデを通してこう語っている。〈罪人の道を歩まぬ者は幸い。その
人は流れのほとりに植えられた木のよう，時期が来ると自らの実りを実らせ，
その葉も萎れることがない〉（これは復活をも比喩的に指し示している），〈彼
の行ないはすべて，実を結ぶ〉（詩篇 1.1）。すなわち神は，われわれが幸いで
あるために，そのような人間になって欲しいと望んでいるのである。2）それ
に対して逆に，正義のくびきが相互に等しいことを示して，こう語る。〈神に
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逆らう者はそうではない。彼は風が地表から吹き飛ばすもみ殻のよう〉（詩篇
1,3 － 4）。訓導者は罪びとへの報いと彼らの軽薄さ，それに虚しさを示し，罰
を見せることでその原因からの立ち返りを促す。さらに相応しき懲らしめを提
示し，善行の実りをも明らかにして，われわれをそれに向け，さらにそれを通
しての善美の獲得に向けて，非常に巧みに誘っている。
3）さらに主は，エレミヤを通して次のように語り，覚智に向けて招く。〈も
しあなたが神の道を歩むなら，あなたは永遠に平和のうちに生きるであろう〉
（ﾊﾞﾙｸ 3,13）。つまり彼はここで，覚智の報いを提示して，理解ある者たちを
覚智への愛に向けて招き，迷える者たちに知解を分かち与え，こう述べる。〈立
ち返れ。立ち返るがよい。鳩がその籠に帰るように〉（ｴﾚﾐﾔ 6,9）。回心を勧告
する正義の善性が理解されよう。93.1）さらに主は，エレミヤを通じ，迷える
者たちに真理を照らし出す。〈主はこう仰せになる。《道の上に立ち，道を知り，
主の永遠なる小路を尋ね求めよ，善き小路とはどのようなものかと。そしてそ
の小路に沿って歩み，あなた方の霊魂に浄めを見出すがよい》〉（ｴﾚﾐﾔ 6,16）。
主は回心にむけて導く。それはわれわれにとって，救いの恵みである。それゆ
えこう語られる。〈もしあなたが回心するなら，主はあなたの心とあなたの裔
の心を浄め尽す〉（申命 30,6）。
2）哲学者たちを，この探求をめぐるわれわれの弁護人として召集すること
もできる。彼らは，唯一完全なるものだけが称賛されるべきであり，悪しきも
のを求めることは批判されるべきだとする。もっともある者たちが，至福に関
し，それは他の者に何も与えることのないものであるとして誹謗する際，彼ら
は主の人間愛を理解していない。彼らは，義を善に結び付けない者たちである
が，その善とは，御言葉がわれわれに執り成してくれたものである。3）われ
われは，懲戒と叱責の類が，人間にとって訓導のために適したものであると言
うことができた。一方彼らは，すべての人間が悪しきもの，ただ神のみが知恵
ある方であり，知恵は神から来る，と言う。そして神のみが完全なる方であり，
それゆえただ神のみが称賛されるべき方だとするのである。
94.1）けれどもわたしは，このような論法に与することはしない。むしろわ
たしは，称賛にせよ咎めにせよ，あるいは何か称賛なり咎めなりに似たもので
あるにせよ，人間には何にもまして必要な治療薬であると言いたい。まず，癒
しがたい者たちは，さながら鉄が火やハンマーや金床，すなわち威嚇にさらさ
れるように，難詰や懲戒により追い立てられる。一方信仰そのものに心を向け
ている者は，言わば独学者そして意志強き者として，称賛により成長する。
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻
― 全訳 ― 
　　「徳は称賛を受けることにより，樹木のように成育する」
（ﾊﾞｯｷｭﾘﾃﾞｽ 断片 10, ｽﾈﾙ）。
またわたしには，サモスのピュタゴラスもこのことを理解して次のように言っ
ているのだと思われる。
　　「 臆病な者はびっくりさせて叱責せよ。善良な者には喜ばせてやるがよ
い」 （ﾋﾟｭﾀｺﾞﾗｽ『黄金の詩』44）。
2）しかるに懲戒することは，懲らしめるとも呼ばれる。ちなみに懲戒（ﾇｰﾃﾃ
ｰｼｽ）とは，語源的には理性（ﾇｰｽ）の植樹（ｴﾝﾃﾏﾃｨｽﾓｽ）と解される。それは
懲戒が，理性の形成の一種だからである。それにしても，善の獲得と悪の回避
のために見出される範例は，数限りない。〈というのも主は言われる，《不敬な
者には，平和はない》と〉（ｲｻﾞﾔ 48,22）。3）それゆえ主はソロモンを通じて，
幼児にはよく見張りを付けておくように告げている。〈子よ，罪びとがあなた
を迷わせることのないようにせよ。あなたは彼らと道を共に行ってはならない。
また，もし彼らがあなたに《われわれと一緒に来たまえ，罪のない血をともに
しよう。義なる人を，不正な仕方で地に隠そう。彼を，ハデスに生ける者のよ
うに亡きものにしてしまおう》と言って招いたとしても，行ってはならない〉（箴
言 1,10 － 12）。95.1）つまりこれは，主の受難をめぐる予言なのである。エ
ゼキエルによっても，生命は掟を前提とされている。〈罪を犯した霊魂は死ぬ。
だが義なる人間，正義を実行し，山の上で偶像の供え物を食さず，イスラエル
の家の偶像に目を注がず，隣人の妻を汚さず，月経中の婦人に近づかず，人を
抑圧せず，質物を取らず，略奪せず，飢えた者に自らのパンを与え，裸の者に
は着せ，自らの金銭を利息付で貸さず，利息を受け取らず，不正から手を引き，
人とその隣人との間で正しき裁きを行い，わたしの命じることのうちに歩み，
わたしの裁きを守ってそれを行う者，その人は正しき人であり，生命のうちに
生きる，と主は言われる〉（ｴｾﾞｷｴﾙ 18,4 － 9）。これこそ，キリスト教徒にとっ
ての生き方の規範と，至福なる生，幸福の賜物，永遠の生命に向けての重要な
勧告を含むものである。
ⅩⅠ．御言葉は律法と預言者たちを通して訓育すること。
96.1）さて，彼による人間愛と訓導のあり方は，可能な限りにおいてわれわれ
に示されている。ちょうど，いとも美しく，主が自らを解釈して〈一粒のから
し種〉（ﾏﾀｲ 13,31）になぞらえたように，ここでは蒔かれた御言葉の霊性，本
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性の多産性および多彩性，御言葉の力の善き成長，さらに加えては懲罰の痛烈
な性格，浄めの有用性が，からし種の辛らつさによって仄めかされている。2）
実に，寓意的に示されているからし種は，ほんのわずかの量でも，人間性全体
に救いという恵みをもたらす。ちょうど蜜がきわめて甘いにもかかわらず胆汁
を生み出すのと同様で，善は過ぎると，過ちの原因である軽蔑を生む。しかる
にからし種は，胆汁すなわち憤りを少なくし，激情の炎つまり倨傲を鎮める。
ここから，霊魂の真なる健全と永遠の温容とは御言葉より生じるのである。
3）かくして，かつて御言葉はまずモーセを通じ，しかるのち預言者をも通
じて教育した。モーセもまた預言者であった。というのも律法は，手なずけ難
い子供たちの導きだからである。〈事実，彼らは立ち上がっては満腹し，戯れた〉
（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 32,6 ＝ 1 ｺﾘﾝﾄ 10,7）とモーセは言っている。ここで「満腹」とは，
食糧でロゴスに適わず満ちることであり，食物のことを言っているのではない。
97.1）彼らがロゴスに反して満ち足り，ロゴスに反して戯れたために，彼らに
律法による裁きと恐怖とが取り付き，過ちの矯正と正しき行いの勧告に至った
のである。それは彼らを，真なる訓導者への聴従と従順に向けて正すことであっ
た。一者にして同一なるロゴスが，叱正に向けて態勢を整えたのである。パウ
ロはこう述べている。〈律法はキリストに向けての訓導者として与えられたの
である〉（ｶﾞﾗﾃﾔ 3,24）。2）つまりここから明らかなように，ただ一人の方が
真実で，善性に満ち，義しく，父の像と似姿である。それは子のイエス，神の
御言葉であり，われわれの訓導者であって，神はこの方にわれわれを委ねた。
すなわち，愛に満ちた父が正真正銘の訓導者に子供たちを任せたのである。こ
のことは，明確なかたちでこうわれわれに告げられている。〈これはわたしの
愛する子，あなた方は彼に聴くがよい〉（ﾏﾀｲ 17,5）。3）信ずるに足る神的な
訓導者は，最も美しき 3 つの属性によって飾られている。それは知識，好意，
弁舌である。まず知識に関しては，智慧が父より来たるものだからである。〈す
べての知恵は主より来たり，永遠に主とともにある〉（ｼﾗ 1,1）。一方弁舌で飾
られているとは，彼が神であると同時に創造者であるためである。〈すべての
ものは彼によって成った。彼によらずして成ったものは一つもない〉（ﾖﾊﾈ 1,3）。
さらに好意とは，ただ一人の方が，われわれのために自らを神殿として奉献
したことを指す。〈なぜなら善き牧者は自らの霊魂を群れのために置く〉（ﾖﾊﾈ
10,11）。実際，主は置いたのである。好意とは実に，隣人に対し，他ならぬ彼
自身のために，善き事柄を意図することに他ならないのである。
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ⅩⅡ．訓導者は父のあり方にも比すべく，厳しさと優しさを用いること。
98.1）以上の事項については説明を終えたので，これに続くのは , われらの訓
導者なるイエスが , われわれのために真の生を規定し，キリストにおける人間
へと訓導するということであろう。彼の性格は，厳格なること甚だしいという
わけでも，その善性のゆえにあまりに放任主義的であるというわけでもない。
彼は掟を定めるけれども，同時にわれわれがその掟を全うすることができるよ
うに，掟を定める方でもある。2）そしてわたしには，まさしくこの同じ方が，
人間を塵から創造し，水によって再生させ，霊によって成長させ，言葉によっ
て訓育し，聖なる掟を通じて子たる身分また救いへと修正したように思われ
る。これは実に，大地から生まれた人間を，聖なる天上的な存在（hagion kai 
epouranion） へと段階的に創り変え，特に神のあの声を満たすためであった。
〈人間を，われわれの像また似姿として創ろう〉（創世 1.26）。3）そして実に，
神が言われたこの言葉を満たすものとなったのは，キリストであった。それ以
外の人間は，ただその像と見なされる。しかるにわれわれは，おお善き父の子ら，
善き訓導者の教え子らよ，父の意向を満たそうではないか。御言葉を聴き，わ
れらの救い主による真に救いの生を，担い刻もうではないか。この世にあって
すでに天上的な生き方を実践し，神化を遂げて，枯れることも萎むこともない
歓喜と芳香の塗油に与かり，主の生き方を不滅性の明確な規範として抱き，神
の足跡を辿ろうではないか。
4）だがそればかりではなく主は，生の充足と，よく整えられた自由な簡素さ，
永遠なる幸福への導きとなる力を備え，自らがわれわれ各々の宝蔵庫であるこ
とを教える。主はこう語る。〈あなた方は明日に関して思い煩うな〉（ﾏﾀｲ 6,34）。
つまりここで言われているのは，キリストに捧げられた，自足的で自ら仕えさ
らには一日毎の生を享受せねばならないということなのである。われわれは戦
争のうちにではなく，平和の下に訓導されるのであるから。99.1）実に，戦争
のためには幾多の装備が必要で，放縦は必然的に豊かさを要求する。しかるに
平和と愛とは，簡素にして平穏な姉妹であり，武具も，不品行な装備も必要と
しない。御言葉は，これらの上に成り立つ滋養であり，指導し教育する権威を
受け継ぐ。ここからわれわれは，謙虚にして高ぶらず，まったく自由を愛し，
人間愛に満ち美を愛するあり方を学び取り，徳の親しさを伴う一なるロゴスの
うちに神に似るのである（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾃｱｲﾃﾄｽ』176b1）。2）大いに尽力せよ，だ
が倦むな。なぜなら希望を失い，測断することもできないような者になってし
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まうから。愛智の道があり，弁論の道があり，拳闘士の道はまた異なる。ちょ
うどそれと同じように，美を愛する選択に相応しい正真正銘の気質とは，キリ
ストの訓導によって生じるものであり，完全現実態を学び取った者には，歩き
方，立ち居，育ち，眠り，就寝，食事その他の教養が，みなしっくり適わしい
ものとなる。なぜなら御言葉によるそのような導きは，過度のものではなく適
度のものであるから。
100.1）であるから御言葉は救い主とも呼ばれる。彼はこれらロゴスに関わ
る事どもを，人間にとってその感覚の浄めと救いに益する治療薬として見出す。
適性を見守りつつ，害には注意を施し，情動の原因となるものは遅らせ，非理
性的な欲情の根は打ち砕き，何を遠ざけるべきかを告げ，病める者には救いの
ためのあらゆる療法を提供するのである。なぜなら，人間性を救うこと，これ
こそ最大にして最も王的な神の業だからである。2）実に，健康のために何も
提言してくれない医師には，疲弊した者は嫌気がさすものである。だが最大の
恵みを黙っていることなく，破滅につながる不従順を見過ごさないばかりか，
それを難詰し，それにつながるような衝動を打ち砕き，正しき生き方に相応し
いアドヴァイスを教示してくれるような神的訓導者に対して，どうしてわれわ
れは従わないことがあろうか。だから，彼に対しては最大限の恵みだと同意す
べきなのである。3）というのも理性的動物，すなわち人間とは，神性を観照
すべきもの以外の何であるとわれわれは言うのであろうか。しかるに人間的本
性を観照するとは，真理が先導してくれるように生きるべきだということだと
言いたい。その生き方とは，力を尽してかの訓導者自身とその掟とを，各々に
相応しく調和の取れたあり方で愛することである。われわれもまた，神の似像
である訓導者に，業に適った言葉を用い，「在る方」に従った生き方をするこ
とが求められる。
ⅩⅢ． 正しき生き方は正しきロゴスに基づき，逆に過ちはロゴスに反
して生ずること。
101.1）さて，正しきロゴスに反する事柄，それはすべて過ちである。したがっ
て，最も本質的な情動がどのように定義づけられるかについて，哲学者たちが
考えたところでは，欲情とはロゴスに不従順な欲求であり，恐怖とはロゴスに
不従順な傾きであり，快楽とはロゴスに不従順な霊魂の高揚であり，苦悩とは
ロゴスに不従順な霊魂の緊張である。ではロゴスへの不従順が罪をもたらすと
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すれば，御言葉への従順，すなわち信仰が，いわゆる「適合性」をもたらすと
いうことが，どうして不可避でないということがありえようか。2）なぜなら
徳とは，生すべてを通じての，霊魂の御言葉との共鳴的状況であるから。実に
哲学者たちは，最も肝要な愛智に関して，それを正しさであるロゴスへの専心
であるとしているのである。それは，過失というものは，理性の過ちによって
すべて生じるのであり，これが罪と呼ばれるのは相応しくも必然であるという
理由に基づく。3）実に，最初の人間が罪を犯し，神に対して反抗したとき，〈彼
は家畜に似たものとなった〉（詩篇 48,13；21）とされる。人間は御言葉に背
いて罪を犯すとき，相応しくもロゴスに与からぬものと考えられて家畜になぞ
らえられる。102.1）ここから知恵も，〈快楽を好む者と姦通者は，交合時の馬〉
（ｼﾗ 33,6），と理性を持たぬ獣になぞらえて語っている。彼はさらに加えて言う。
〈すべてのものにまたがって嘶く〉。彼が言うには「もう人間は何も語らない」。
つまり，ロゴスに反して罪を犯す者は，もはや理性に与かっているとは言えず，
ロゴスなき獣なのであり，欲情に引き渡された者であり，その者にはあらゆる
快楽が取り付いている，ということである。
2）一方ストア派の徒たちは，ロゴスへの従順に則って正されたあり方を，
適応性また適合性と名づけている。ここで適合性とは適応性であり，従順
とは掟に基礎づけられている。しかるに掟とは，教え（hypothéké）と同
じものであり，目的として，また最終的な目標，終末として真理を目指し
て教導するものである。敬神にとっての終末は，神のうちなる永遠の休ら
いであり，永遠の世の始まりこそわれらの終末である。しかるに敬神が確
立すると，業を通して適合性を成就する。ここから当然，言葉のではなく
行為に関する適合性が成立する。そしてキリスト教徒の行為とは，御言葉
に倣った霊魂の完全現実態であり，これは高貴な判断と真理への希求に従
い，本性に適い共闘する肉体によって完遂される。4）しかるに神的な生，
そしてキリストにあっては，適合的かつ随順的（akolouthos）な意思とは
一つであり，永遠の生命のうちに屹立される。というのもキリスト教徒の
生とは（これこそ今，われわれがそこに向けて教導されているものである
が），ロゴスに適った行為の体系であり，すなわちこれは御言葉によって
教えられた事柄の過つことなき完全現実態であって，これこそわれわれが
信仰と呼ぶものなのである。103.1）しかるにこの体系とは主の掟であり，
これは神的な教えとして，われわれ自身に霊的に書き込まれ，栄光に他な
らないのであるが，われわれ自身に向け，また限界（peras）に向けて良
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く計らわれている。実に，これらの掟とは再度われわれに向かって戻って
くるものであり，ちょうどブーメランが，投じた者に向かって同じ軌道を
描きながら戻ってくるのと同様である。そこから適合性もまた，神的訓導
には不可欠である。神によって告げられ，救いのために提供されたものと
してである。2）さらに，必然的なもののうち，この地上だけのものは生
きるためだけのものであり，あの世のものは，よく生きるという目的のも
と，あの世へと翼をもって運びゆく。これと類比的に，適合性に関しても，
あるものは生きるためだけのものであり，また別のものはよく生きるため
に定められているものである。かくして，異邦人のための生き方として命
じられている事柄は，多くの人々の許にあってもそう公言され，よく生き
るためにも調和し，ここから，かの永遠を生きるためのものとなる。以下，
それらをこの『パイダゴーゴス』という標題の下に，かの聖書から引きつつ，
読者が検証できるように努めよう。
